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工 へき地教育研究の現状
(1) へきt也教育については，教育関係者はもち
ろん一般の人々も ，あるいは各自の経験から
あるいは新聞，雑誌 ，ラジオ，テレビ等を通
じて，ある遊底の知識をもっており怠見もあ
るようである。しかし ，それらの知識や意見
には ，科学的，実証的な根拠がなく，主観A包
独断的なものが多い。したがって具体的な問
越についての認識や意見には矛盾対立があり
実践に役立たないだけでなく，時にはへき地
教育推進の障筈になるものもある".tことえば
。 へき地の予どもは自主性に乏しいがすな
おである。すなおであるとL、う長所をのば
し，自主性に乏しいという欠点を除きたい
とL、う。しかし ，いわゆるすなおさと自主
性めなさとのよってきたる原因が同じもの
であるとしたら，すなおさを伸ばしつ与自
主性を高めることが果して可能であるかど
うか唱
現に，新しい教育の効果があがるにつれ
て，自主1山主高まったがすなおさが失なわ
れたという-批判がきかれる。
。 へき地の予どもの経験館械が咲く 3知殺
が貧弱であると嘆かれている。そのとおり
であると思うが .単に経験の依械が咲く，
知識の範囲や宣に間越があるだけなのであ
ろうか。経験の質とへき地の予どもの認識
や思考の特徴の間に関係がないであろうか。
なおまた，それを救うために，ただラジ
オを1齢、せ，テレビや映画を多くみせれば
それでよいのであろうか。
。 へき地の家庭は貧困であり，予どもは労
働過重である。学力不振 ，体位劣弱の最大
な原因もここにあると考える人も多い。た
しかにこのような地域もいくらカ斗まあろう。
しかし ，これとて，へき地ー艇の現状とし
て全面的に肯定できるかどうか娯問である。
。 へき一地の学伎の施設設備は貧弱であるo • 
これをなんとかしなければどうにも致し方
がないということもしばしばきく。しかし
め
その貧弱t~庖設設V'filの中に ， 学力について
も，人格形成四面でも ，優秀な成積をあげ
ている学校がある。誤まった認識に基づく
教育;笑践は，努力に相応した大きな効果を
あげ得ないだけでなく「へき地(1::'.、くら努
力してもだめなんだ」とし、う絶量感を生む。
そして ，ζ のあきらめがへき地教育振乱と
の大きな陪寄こなっているように忠われる。
(2) 設近 ，文部省または現場教育関係着による
へき地教育闘係の調査研究が相当行なわれる
ようになってきたことは喜ぶべきことである
が，文部省のそれは全国的な調査ではあるが
調査内容が一切iのものに限られ，現場教育関
係者のそれは，当然のことながら，地域的に
も内容的にも部分、的，断片的である。
(3i 引き地教育は，それがへき地に行なわれて
いる教育とし、う点に限定があるだけであって
その研究の内界は教育研究の全領域にわたっ
ており ，それぞれの飯域に大きな問題がある
とともに ，それらが総合された姿においても
問題があると推祭される。したがってその研
究には大きな困難が予想され ，多くの研究員
と多くの費用が必挺となる。
しかるに，へき地教育の実践にあたってい
る者は，その地域の特質の然らしむるところ
同憂の土との連絡，協力を得るこ とが困難で
あり，研究のための時間，労力，経験等 ，あ
らゆる面で不利な条件にある。
このような問題こそ，県立教育研究所がと
りあげて，現場教育関係者の期待にこたえLる
べきであろう。
(4i 本県と同じく多くのへき地をもっている的
県の研究所の中には ，この方面の研究にとり
くんでいる所もいくつかある。たとえば，北
海道では，道立教育研究所および北海道学芸
大学へき地教育研究所が中心となり ，道内三
十有余の教育研究所や教育現場の関係語の協ー
力を得て ，多くの道内へき地教育上の諸問題
を研究し，成果をあげている。これらの研究
以果は，この方面の研究に立ち遅れているわ
れわれに多くの示唆を与えているが ，北海道
という地域の特殊性から ，そのまま本県のへ
き地に適用できないものも多く，本県独自の
研究の必援が一間痛感される。
(5) 以上の到!由から ，当研究所では昭和 28年
度f複式教育のすがた」発刊以来中断してい
たへき地教育研究を再びとりあげ， 昭和33 
年度から本格的 ，鮒$G的に調査研究をすすめ
本県へき地教育振興のための行脚五策に ，現
場教育関係者の研究と実蜘こ ，有力な資料を
提供することとした。
この組裂に報告する 「へき地児童生徒の学
力J， 1へき地児童生徒の主主組専程」に関す
る調査研究は ，その成果の一部である。
2 へきt也，へき地校の概念
(l) どんな地域 ，どんな学伎をへき地枚という
のか，これは人により，場合によって選って
L、るようである。たとえば ，
o 交通不便な地蜘こある学校
。 山村地域の学校
。 児童生徒数や学級数の少ない学校
。 複式学級をもっている学校
。 施設設備の貧弱な学校
。 経済的に貧困T地域にある学校一
。 社会的，文化的に遅れた地抑こある学校
など。
これらはへき地にある多 くの学校について
いえることであり ，ある程度あたっていると
いえる。 また，時により， これらの一間だけ
が強調されるこ ともあってよいとは思う。し
かし，そのためにへき地紋の概念があいまい
になり ，へき地教育上の本質的な商が見失な
われる傾向があるとしたら ，窃氏しなければ
ならなL、ことであろう。
へき地は山村u外にも ，たとえば漁村 ，鉱
山町などにもあり，少数ながら 1O!学級を超
える適正規模の小中学校もある。 。その反問 ，
平場農村地帯にも小規模学校がある。
複式放はたしかVこへき地に多L、。しかし|編
遠地手当支給校(規則改正前)の中でも話1式
学級をもたない学校が，
小学校で 本校 59.4 % 分校 9.2 u，{，
計 36.6 10
中等放で本校86.1 % 分校40.4% 
ーー 勺 ーーι 
昔~ 5 0.8% 
もある。学級数で数えると，複式でない学級
の割合はもっと大きくなる。
これらの学校，学級は ，複式でないにも功当
かわらず ，やはり本質的なへき池教育上の悩
，みをもってし、る。逆に平場の学校にも複式は
ある。へき地の絞式校は ，へき地佼て・ある上
にさらに鋭式とu、う二瓦の岡正1民当国してい
るわけである。
施設設備についても同根である。
今かりに ，いわゆるへき地般に児昌生徒数
が急地し ，学級数がふえ ，施設設備も整えら
れ ，複式学級も解体されたら，それでl色ちに
へき地教育問闘は解消するかどうか。それに
よってへき鎚』教育問題の解決が容易になるこ
とは事実であり ，教育行政の任にある者がこ
れらの点に主力を注ぐのは ，行政の性質上当
然であろう。しかし，少なくと も教育の実践
にあたるものにとっては ，なお，へき地教育
上の本質的な問題は残されると恩う。
(2) われわれはつぎのよ うに考える。
地域の人たちの意識，行動が前近代的ー
封建的であり， したがってまた保守的
問鋤句であって ，それによって近代的民主的
な社会人をめざす児童生徒の発速や学校の教
育:舌劫が大きな制約を受けてL、る地域または
学校を八き地，またはへき地校とL、ぅ。
教育の目標は，近代的民主的な社会人，自
主的合理的な判断ができ，それに基づいて行
動できる人聞を育てることにあると考える。
教育にたずさわる人たちの考えも問機であろ
う。ところが ，へき地の社会はなお前近代的
であり ，その地域の人たちの意殺ぞ行動は閉
鎖的 ，保守的，非合理的である。たとえ言葉
v.土で近代的民主的なことを口にする一部の
者があったとしても ，意識のl的こ ，ゐるいは
行動の而には前近代的な性格が強く現われ，
.児童生徒にもそのような生活態度を弾求して
いることが推測される。教育の目棋と地域の
性格との聞の矛厨ヲミら生ずるいろいろのR槌
ここにへき地教育上の本質的な問闘があるの
だと思う。
もちろん ，このような傾向は ，都市にも平
場民訴すにもいくらかは残っているであろうが，
をß市はそれた構成する住民の生活や文化が呉 ~
J質的であり，自主受流通の機構の近代性から
nf雪地のような師~ft的な生活意識は.-tのe
地域の主流，とはなり得なし、。-少なくとも近代
化への歩みを促進しよーうとLヴ構えをもって
いる多数のまf}j労大衆加、し文化みがおり，近
f撒背への努力を支援していふ都市近列操
村も l直接その影響を受け，好むと~{-まざる と
にかかおらず，少なくとも近代化への変貌を
泡揮し ，承認せざるを得なくなってきている。
との点において ，へき地とは単なる程度の差
を超えた質的な相違があると考えられる。
3 へき地教育研究の対象
へき地をこのように解釈すると，具体的に，
どり地域.どの学校がへき地であり，へき地伎
であるかを決定することは困難である。しかし
おれわれは、へき地の本質，へき地校の実強，
そこに教育されている児童生徒の姿を明らかに
し二へき地教育振興上の問題点をさぐって，教
育行政施策ならびに実践に役立つ全県的な資料
を提供するの治句史命であり，個々の学校を直接
的に考えているのではない。研究の途上に特定
の学校を対象とする調査研究を行なうことがあ
っても，その学伎の研究を通じて本県へき地紋
一般の直面してい~本質的な向閣とその対策を
.究明することをねらっているわ官ゐる。 与
そこで当研究所の~き弗教育研究?では 11駒宝
地子当支給校およびそρ学区を調査研究の対称
とする亡とにしさニ。 |煽逝也手当支給校だけがヘ
き地伎でないことはさきにのべたとおりて:~る
が，これらの学校がへき地佼の代表的な有在‘で
あることにはJj'~諭が少なく ， また，これらの学
校について研究することによって，へき地教脊
に挟Iする本質的な問題は解朗されると考えたかー
らである。
ちなみに，本県隔遠地手当支給校数は，つぎ
のとおりである。
第1表 旧隔遼地手当野会校数
小学校 中学校 !
本 校 1 1 1 39 I 1 50 ( 176 ) 【 5'7) ( 233) 
分 校 ー
95 55 1 5 0 
( 119 ) ( 6'5) (184) 
告「
206 
(295 ) ?i45( 0口lZ-n 争 417)
昭和 34， 7. 1現在当研究所澗笠による。
( i内は昭和 35.6.28規則改正後の対象校数。
第一部 へき地児童生徒の学力
I 研究の超旨
本県へき地児童生徒の学力は一般に低く ，かっ
話市や平場の尉守とは違った，特有の傾向がある
といわれている。たとえば，
s へき地児童生徒の学力は，全体としていちじ
るしく低い。
十 分校叫校より劣っている。
f 復式:戦没は単式学級より劣っている。
D 個人差が大きL、。特に， fくできる予どもと
すきない予どもが多くて ，中間の予どもが少な
し、。
，ー
。 計算や書き取りなどは，へさf地の予どもも劣
っていないが，いわゆるf.c凋問題のような考え ・
る問題や，文章の読解等のブJは劣る。
。 へき地の予どもの学力の低いのは，学校の施
設設備の貧弱なことが大きな原因である。
など。
し:かし，これらはし、ずれも ，正確な調査や実証 「
的な研究による結論ではなく，多くは教宥関係者
の主観的な推定や，現場教師の経験にもとづく判
断である。したがって，巣なった見解をもってい
るものもある。
そこで ，
-，，-
， . 
. 1 
" 
。 本県へき地思童生徒の学力の程度や内容を調
査して，その実態を正瀧に把握し
。 その学力を規制している姿閣を究明じ
。 へき地児童生徒の学力向上の方策にづいて示
唆を与えたい。
これが ，との研究の趣旨である。
E 研究の資料
l 研究対象
ム!具体的にどの地域をへき地とみるかには困難
な問題もあるが-.tここでは一応，隔遠地手当支
給校を対象とLた。これら。の地械がへき地であ
ることには具論がなく，また，こ九らの学校に
ついて研究するこ とにより ，へき地一般の傾向
をとらえ得ると考えたからである。
2 学力をみるための資料
_-鴎争句
a 
文部省は，昭和日年度に.Ij'>!学校の音楽 ，
図工 ，家庭 ，中学校の職業・家庭および英語こ
第2表 .標本校数，!旦寧生徒数
3 4 年度
勺いて ，昭和 34年度に，小中学綾と も国語 ，
算数数学について ，全国学力調査を実施した。
その隙 ，本県へき地紋の中から ，第 2"'3a受の
とおり ，小中学校とも，昭和33年度は約20 
4ら.3 4年度は約 40 %の学校から，交部省と
|司一日時に ，同ーの方法で学プJ調笠を実施して
いただき，その結果を， 学力を検討する資料左
した。 したがって ，ζ の研究にいう‘学力とIg:I 
公国学力調査をとおしてみた本県へき地児童生.
徒の学力のことて.ある。 (注 1) 
なお，この研究でL、う全県とは，文部省が規
模別に抽出した ，昭和33年度は小学校36弘
中学校2日校 ，昭和3 4年度は小学校36校 ，
-市学校18校の児童生徒に対する全国初1調査
によるものをいう。 c注 2) 
-注 1 ~~資問題は玉 3 :P """ 69P参照
・注Z 県教育庁総務録
全国学力調査報告m:参照
3 3 年 度卜¥ 児童生徒数 児童 生徒数 <挙校数 国語算~x 僅伴) 学校数 音楽 図工 家庭徹・家 英語
づ伴校 86校11，990人 1，987メ、 33校 804人 804人
中学校 4__~~~6~ 1， 261 23 
r小学校第 6学年
調査対象学年 t
1中学校 第 5学年，ただし臓，家のみ第 2学年
望事3表 摂本学校名
言ヤぞ空 3 3 年 l変 3 4 
高 田 市 中ノ{美小 中ノ 俣中 中ノ俣小
小平谷市 " ・ ゴGlJIJ、
十日部了市 ニツ屋小 ‘ T_、 ー ニツ屋 小
， ニツ屋 小， 復 之叉分
t 新座小， 三ツ山分巴. { 
村 上市
，色
門前谷小，大架回分
栃尾市 半成金小 中野俣申 半勝金小
吹谷小 吹谷小
塩川小 題川小
栗山沢小 相谷小
手足伝Ij、
糸魚川市 市野野小
新井市 水原 小 水原中
r 水原 小
平丸小 平丸小
， 
-4一
81 4人 一人
838 666 
王手 度
中ノ俣市
4・
主証人中 ，北山分
叩条中飛波 宮路二分
十日町中 ，大t自分
十 日町中，軽沢分
山~里中，メ;深田分
半蔵金中
主塩中 ，温川分
桐谷I'l"
L 
白
水原市
平丸中
、郡¥市¥¥¥fE¥gEー 3 3 勾三 度 3 4 年 度
間津市 片足野小 内海府中 片足野小 内海府中
赤玉小 内海府中北小滞分 内海府中 北小滞分
内F毎月守中 北鵜島分
、 水津市
筒 f.t 森町小 皐水分
東 百Z 烏弁小 津川叩 鳥井分
〈
綱木小 三川中 綱?に分
三川小 中之沢分 盛実叩 災川分
古 ;志 事E木小 山首~中 虫色分 梶*小 山i!i，芯中芹坪分
滋苧原市 種苧/JJ~小 組苧原中
tf主平小
~ 
竹沢小
ゴt; 総 』二条中 福山分 福山小 上条中 福山分
木沢小 11口市 木沢分
満之又小
南 窯L 栃謹小 』二脳中 清水分
中 魚 田所小 イ山田中 第二分 仙田小
1-f1{1!I仕I/J、
叩仙凶小印声分
秋成小
秋lrZ'J、 結男宅分
秋成小 大赤沢分
. 秋成小 世良分
;寄道山小 土愈分
J筒iu山小 角間分
:cr(美 小 小問分
赤省小
高倉小
白:.'f.T小
野中小
jJ  羽 山中小 山中小
栃ケ原小 八王子小 八王寺中
岡野町小磯之辺分 総川小 ね川中
石黒小 石泉市
. 栃ケ原小
岡野町小 田唆之辺分
i旬圧I'J、 山野田分
東 E良 北山小 松代中 ;ft;山小 松代市
三省小 松代中 川上分 北山小 勘平分 松代中 清水分
東川小 松之山中 北山小 18代分 オ公t~1や 伊沢分
保t:r小 牧r.t 松之山小 係省中
打開ぽI1J、 牧中 原分 松之山小照会分 牧中
川とIJ、 奴奈Jr伸 ・ 松代小 奴奈川中
1:!fil1小 沖見中 松代小 軍手刈分 1r1~ 見附
大島中 松代小 2量SJZ.分 蕊里中
松代小 下山分
松代小 小E包丸分
三省小
竜文 d、
司.
原
妥皇小
一.
. 
~・
郡~市~皮 3 3' 年 度 3 4 年 度. 
対1見小 . ， 
~ F 
松皐小，ー . . ， 
i持小 冒首 、，>: 
伊沢小 ヨ ， 
伊沢小 ぬ沢分、
司.
. 伊沢小 海老分 r 
2 ・ー 辞fJ!:乞小， 
. 活訂正長4、 儲明分
-ー ?市とと小 ミ子凶分
字伶小
i'tGA1小
沼木小 ・ー
伏野小
中 盟良 鐙芦f小 溢芦中 量呈芦小 王ま芦中
土路小 軍基芦'1" ニ乙路分 土路小 政芦中 土路分
筒万小一 筒方小 板Z宮中 筒方分 一、
桶泌づ、 梢海小
商 主良 才=民b'J、 方主観JIJ、
iニ路小 上路中
:岩 組 高野小 高野中 宮 小 高信建中
薬品7，lI小 楽島浦中 雷 づ、 大代分 中(良中 窓分
若草萄小 女川小 国茨分 中l臭中 中継分
)IJゴむd、 とノ沢分 '-1<俣市 山熊庄l分
住難F町中 荷部分
位 渡 羽茂中 小村小 オ公ケ崎中
メミr~小 赤泊中
古i1.山小. 
小田小 ， 
. '3 教育条件をみるための資料 4 現地調査
教育条件は ，文部省と同じ教育条件調査のほ
かに ，当研究所が昭和5 ヰ年度に宛Itliしたつぎの
噂調査結果を利用した。
へき地児童生徒の社会環境調査
へき地小中学校の実態調査
久平へき地県三量生徒の生活時程調査
社会環境調査と学校の実態調「査は， 木県へ き
地のf全学区 i金j、中学校について実路したもの
.であり. (注 3)生活時程詞査は， 各学校の，
d、学校セは 5年生 ，中学校では 2年生の中から
家庭の忙しい子ども ，普通の子 ども ，ひさな子
ども， 男女各 1名，計6名を選び ，毎月 1回.
1ヵ年にわたって調査したものである。(注4) 
T注工 乙ω調査の結果は集計髭湿したうえ ，
当研究所資料室に保管してある。乙の研
究のみのために実施したものでなく ，広
く，へき地教育に関する研究のZ'.lir':l資料
となるものであるので ，利用蹴いたい。
. I'il: 4. 詳細は69 頁以後年吾参照されたい。
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本年5月 ，つぎの 10プJ校とその学区につい
て現地調査を行ない，
。 学校参観
c 授業参間
。 校長 ，分後主任との面接
。 教職員との集団間接
。 父母との集団関按
。 学区内有力者に対するアンケート
等によって得た資料により， この研究を深め，
かつ ，その結果をR溜、した。
。中頭i甥E妙高村立桶海づ母校
。/1 豊芦小学校
o /1 土路小学校
o /1 豊芦中学校
o /1 盛戸中学校土路分校
。 ~)í，尾市立 ー 吹谷イ、学校
。 目 来伝小学校
児童生徒全体の平均は，第4表および第1'図り
とおり，小中学校とも"各教科とも，全保平均
より さらに大きく劣っている。国語， x:手数数学
ては，小学校より中学校において， 全保との差
が大きいことが目につく。
仙の・教科については提本数が少ないので，比
較することはできないが，国語と算数数学につ
いて，へき捌付の本伎と分校を比べると.第5
表および第2図のとおり，小学校てはほとんど
差がなく，中学校ては分徒が
本校より劣っている。分紋の
施設設備や地域社会の状窓は
小学校の場合も中学校の場合
も，ほぼ同様であると思われ
るのに，小学校には本枝分伎
の差がなく，中学校にだけx
きな差があることは一考古f裂
すると足、うポ，これに「
はあとでふれたいと思う。
中之沢分校
綱木分後
全画学ブ1調査の結梨によると，本県の平均は
全国ω平均より劣っているのであるが，へき地
第4表平均点数
東蒲原郡三川村立綱木ノj学校
三日小学校
三川l中学校
態恒三事ョーの力
学力の号室皮
』ム
安ー・・
n 
E 
。
。
。
l 
、て
へき地・ 支 !全県 μ 全 国 卸喜一へき地
民主日日正 40.1 (1 8九)146.6 (1 8.9) 4 9.2 ( 19.5) xx 5.6 
算数 3 7.2 (2 0.0) I 4日7(20.9) 43.7(21.1) XX 3.5 
学 部長 47.1 (19.5) 54.0 (20.4) 54.6 (19) xx 6.9 
図工 51.2 (19.0) 5 4. (1 9.2) 5 6. (2の XX 3.2 
校 家庭 47.3 (1 5.7) 50.3 (1 5.9) 52.7(16) XX 5.0 
中
国語 5 2.5 (1 9.5) 60.1 (1 9.6) 60.3 ( 1 9.8) Xx 7.6. 
学 数学 5日7(2 1.2) 39.9 (2 2.6) 4 4.4 ( 2 6 ) xx 9.2 
被 英語 3 1.4 (1 8.5) 3 2.7 (1守.0)40.4 1.3 
一撃事 3 4.5 (1 4.の 37.1 (1 5.0) 4 1.2 2.6 
???? ? ? ??????
( )内は様準偏差，
• x x印は 99%，X印は 95婦の有意水準で有窓であるとと
を示す。以後の表についても同様。
ととでは入き地を，全燥を母築団とする任意様本とみられ
るかどうかという窓味で 七日=，Cμ-3)伸一
(11は全県の機準偏差 d.f=n-1)どレて検定レた。〔注5.) 
点
7U J 
国県( 1日日点総点〕点ま句平第l図
小学校その1
dO 
.40 
10 
-
J 
3.0 
20 
. 
教育と心理のための推計学
数
-注5 統計値の検定についとほ，たとえば，岩原イ言九郎
日本文化社 等を参照Eされにい。
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点
70 
第1国 平均点数(1 0 0点満点 )
その2 中学校
60 
50 
40 
30 
20 
10 
国
籍
数
字
??
般家
業庭
第 5表 本校分校別平均点数
~ 小学 紋 中 学 校本被 ー分校 本俊一分校 本 被 分校 本校一分校
国 語 4 1.2 40.7 0.5 53.8 48.8 xx 5.0 
算数数学 37.2 37.4 一 日2 3 2.3 2 5.5 xx 6.8 
国回日
t 支z一言2
= 判 ~ ・ 2 - df= Ul+ u2-2 ただし/u，8:，+n一目。u r 1 . 1 ゾ町JE2ご22(五+ζ)
X1 'Y2' 81， s2，u1，n2はそれぞれ本校分校の平均，綴箪偏差，根本児童生徒数。
畿の検定は七テストによる。
点 第 2図 本校と分校の平均点数
小字校 圏目 中 学 校
50 
40 
30 
20 
10 
国 算
数
数
字
国
璽§語
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2 学力の内容
めに ，問題別の正答率を調べ ，一部については
誤答の内容を検討してみた。 .
つぎに ，へき地児童生徒の学ブJの内容に ，全県
のそれとちがった特徴があるかどうかをみるた
第 3闘の 1 問題別正答率
京λ¥之とと 10 
A 
間 [→ 指示のききとり
く
ヨF
」
と fコ 指示伝送のさきとり
: 
[当 話し合いの版関きにしたり
がう ，内容のきと
. 
一
〔町 鰭句の意味用$.に関す : B . るもの
. 
マ町六〕 牌ヂつての諮旬の
. 
~ 曜まさ わし万
、ー
と
f匂UC)又る主も鮮のの組み立てに自制す
C 肋3 文学的文:窓について
読 父る王立のねらいに闘すむ もの
. ~ 
'-
と 文E誌の申での語伺の
四 理鮮に自却するもの
〔寸う 鋭倒的文単について
一 文章の段滋に関する
もの
一 盛草点に関するもの
向 随鑓霊的文章について. 
一 3定量誌のねらいに関す
るもの
一 文家の中闘での語句の一 E闘車に するもの
第3図は問題別正答率である。
(小学校鼠語)
20 80 40 50 60 
. . . . 
. 
a、，品、"，
¥、
〈、L一、、
'"、
. . 
. : 
? . . 
: 
. 
: 
. 
子ズチグ
て-
: ¥ : 
U-A L‘ 、
》副司
l、i
: I 
:， ， 
:1' 
• ， ;q， 品".
: 
:06X 
" . 
" . 
。d)<
. 
o 。:メ . 
• xxは991/， .Xは95骨の信頼水織で，へき地全保の塗が有意であるととを示す。
一一-0一一ーへき地
一-6一 一 全県
ーー ×ー ーー 金 白書
" 主1/， き
70 地 県
1/， '10 
xx 
37.3 41.6 
.;-
xx 
54.4 5 7.8 
xx 
47.0 55.3 
p4v5、1 52.1 
xx 
35.2 oι 
: 
X5X 20 60.8 
x 
. Z 9.6 3L8 
xx 
(3U ( 38.6 
(27.1 (27.0 
xx 
35.1 H4 
xx . (4 u.o ) (.41.2 . . 
x 
( 3L3 3.1) 
xx . 
3 5.4 no 
. 
ヌコぇ
" (31.0 (0.8) 
tx3x 2.8 (39.0 
P，-p2 _~ >t 96 95唖で有意
・検定方佳 "' ) L2 _ -=C R -:-:: ~ ~ ::' ~~. ~ t;;戸しCRは臨界比(critical ratio) ゾP見ゾ子主 >2.58 9何 で有窓 . ，~ 
a+c で綴織得点、 . P園て.，-;;;ー =母百分率の縫定fl!. Q.国 l-P.
~l ，.・ 2
- 9ー
王正
園
'10 
0.3 
5 3.2 
54.3 
55.1 
S也日
59.2 
3L7 
( 38.9 
【25.8) 
H8 
(.43.9) 
3(8) 
411 
(441) 
H6) 

(小学校音楽)
長古80 
67.5 70.3 
xx 
65.6 
x:べ
62.8 7L4 
42.6 
56.7 
36.5 
45.5 
50.4 
66.5 
42.6 
33.8 
45.5 
H3 
5 5.7
xx 
40.7 
xx 
Hl 
xx 
24.2 
Tをs
xx 
30.1 
? ? ?
?， ?
???
?????，?
? ?、 、 、
?? ?
?， 、 、 、 ? 、 、 、
? ?
? ?
????
問題別正答率
率正答:-___ 
第 3図の5
? 、 ? ? ? ? ? ? ー
? ? ?
? ? ?
?
70 60 liO 40 80 
へき地
20 
県
国
??
長調と短調(1) 
一一ー トー
_. "_ー一色ー
拍子(2) 
?????
速度
音と楽鰭の照合
楽諮のつなぎ合わせ
音符の記入
階名の判別
諸官己管の部解
(3) 
(4) 
(8) 
(6) 
(η 
????
(小学校図工)問題別正答率
前下くとと
第3図の4
XX. 
n6 
5U 40 80 
へき地
全県
全国
20 
描
15.8 
59.4 
~I..& 
24.1 
80 
30.8 
~~ 昔
8Z.9 
25.1 
2Z.8 
6404 
84.6 
H5 
76.8 
51.6 
&7..0 
80.8 
20.3 
62.9 
213 
17.6 
xx 
78.2 
守口
Xf9.0 
22.9 
xx 
5 9.3 
><.s7 
立体感の茨現の理解
工
作
美的実用的価値の理解
ポスターについての溜
解
創造的表現の態度
工作法の理解
工作図の理解
デザイン感覚
美術的常識
工具の理解
色首E
。)
UQ 
(5) 
(6; 
(7) 
(8) 
(3) 
(4) 
(1) 
(2) 
鑑
賞
察
画
?
??
図
第 S闘の5 問睡別正答率
l被 1(1)(1) 
(2) 
(4) 
(小学校家庭)
謀礎的技能の応用
(2) 基礎的技能の理解
10 60 70 
布の大きさの見積り
洗海の知識
(2) 実践による洗濯の知識
80 
食 1[5)
(6) 
物
(7) 
ミシンの技能の廼鮮
食事のあとかたづけ 、
調理の基礎技能
栄養の基礎技能
笹川η
居
(9) 
盤理整とんの王盟鮮
すまい方のくふう
f凶〕 家庭生活の合理的処理
ド家1(1) • 
族
関1(12)
係
客の接待の知識
1， 
家族との協刀，自分の
役削の判断
一12-
へき地
??
県
国
?
??
???
19.2 17.8 17.5 
xx 
48.3 58.1 56.1 
xx 
1 7.1 IU 14.1 
xx 
32.0 36.6 34.3 
??
?
??
????? ?
?
?
?
3 9.~ H3 
HS 
59.9 62.4 
当u H8 4.5 
3&.9 ( 0.0 48.8 
xx 
63.0 二169.7 
xx 
618 7L1 14.3 
xx 
55.3 63.0 67.1 
xx 
49.1 40.4 3L8 
xx 
58.l 65.2 68.l 
一一一一Cト一一一へき地
一 ーム一 一全 保
ーー -x-ーー・全 国
63.6 
6 L9 -， 60.0 
5&0 
5 Z.2 
51.6 
63.4 
51.1 
xx 
H4 
xx 
54.2 
xx 
39.2 
xx 
5 0.7 
(中学校国語)問題.8IJJE答率
B 跨句の怒味用tまに闘す
るもの
漢字を使つての語句の
!tr-き表わし方
話しの内容のさきとり
話し合いの展開にした
がう内容のさきとり
第3闘の6
fコ
fヨ
!I岡田
と
、 ?
?
?
? 、
????
7L8 1Lo 
xx 
65.0 表現のしかたに関する
もの
〔プヲ
51.8 
xx 
5112 )t5 6.8 )k56.0) 
説明的文銀について
文章の組立に関する
もの
[t;) 
C 
????
xx 
3 18 )k 3 9.4)k 4 0.0 ) 
X 
52.0ks5.d.56.2) 
xx 
59.1 
6L4) 
74.1) 
66.7 
14.0 
61.3){ 63.5 
64.5 65.3 
62.8 
65.5 
75.2 
xx 
68.1 )~( 1凶
xx 
54ι 
xx 
I( 65.6 
I XX 
1(51.1 
xx 
5 &0 
文章の呈起債に関する
もの
文阜の~旨に関する
もの
文章の申での語句の
理解に関するもの
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文章の中での結句の
理解に闘するもの
輸説的文績について
文学的文常について
談後の感舗に関する
もの
??【
?
，?
?
??????
? ??
?
四
〔れD
か3
問題 別 正答率 {中学校数学) . ¥ 
率 "， 全 会
'" き30 省。 60 6U 7U 8U 地 県 国
'1>1 骨: .'" 
へき地
最大公約数.綾小公倍数の理解
¥ 
.， 
X7E6 H41 ， 4&.2 
ーー ーー '_， 会県
A 、'-1 、. ・¥ ，:
全国一 ー ー一 事
(2) 正負の数の大小判別 e ・- 守6.4"'1 48.8 数| 、. ¥ 1 
XX 
(3)-(5) 小数，分数，正負の数の計算 '.・ 34.4 47.1 50.5 
4‘ . ' XX ιー 正の数，負の数の秘念 ; I ，. 3 ~l 42.8 41.0 
(1)-(3) J 
'J I xx 
14. 概算する能力 /-r 」 2虫6 lU.41 43.3 ~ . (1) ‘-:!".. . -戸 '・司元~司E、--:・.・、，、 晶. ー x (2) 有効数字の混血平 9，3 
， :..、、， ~、
九---こ:.二二・":. 
xx 
41.2 1 4'7.8 2. 式のイ直 3 U.I
品ー (1)-(3) 
企‘
XX 
B 
(4) 同類項の計算; .76.5 81.0 1 19，1 
XX 
式 (5) かつζのはずし万と同類項の計算; 27.5 39.4 1 45.5 
XX 
(6) 単項式の碕 29.4 
、
Z怪
XX (7) 泉乗の理解 ¥: ‘ー ー 46.2 1 49.5 、:
)0(' 
(8) 単項式の積 L : '"._，、 : 54ι。51.0 
ヌX
a 文字を用いて数援を表わす能力 μ三/三 5l.2 63.0 65.8 (1) • (2) ./ /: - : ・-' XX 
(3) : (4) 一 元一 次方程式を解く飽刀
山 11U2
(5) 1連立二元一次万程式を解く飽刀 :/ /ゾ |×2XL8337 ・U7'1 
xx 
13. 一元一次方程式の立式の飽刀 f ・こt.:-~ 3.4 8. 7 I 1 Z.2 
(1) 
・. ー、‘・、.、可
，- ?;， くご、、J
司、-ー/司/ar、1 • 3
xx 
(2) 連立二:ro.一次方程式の立式の能力 19，0 39，1 I ~OO 
ノ
.， xx 
3. 比の怠味と用法の混血平 : 〉 24，8 32.4 I 40.5 
(1)-(4) 
xx 
(5) . (6) 数表による比例制係の判定 H7 
数 X訴‘
主 点の態様の表わレ方 46，5 51.7 I 59.1 
量 (1) 
関 (2). (3) I直線のグラフと式ω関係、
xx 
22.6 H3 I 39，4 
-品
係 lR 統計表から畑を脱みとる飽力 :--.......、〉~ぇu、 -恒d;" . . 4 9.4 59，6 I 60.8 
(1)-(3) 
1. 比例関係の判別力 /: ...:'" .. I 27.6 38.6 I 417 
(1) 
(2) 比例関係者旨式に表わす鉛;刀 24，3 27.0 
一
D 14. 
(1)-(3) 
縮図の縦;念
X 
28，[ 30，7 36.3' 
計 112.
xx 
26.3 1 3l.l 円柱の体績を求める飽;刀 15.9 
(1) 
量 I(2) |扇形の函積書量求める総i刀 .c_ :<...:ー
「141u6se1SU79611484 
三角形の中点差結ぶu::i椴i!の悩:民の| -、』ヲ-ッ‘・，~
図 1)-¥6) 制}蝉と凶月~の判定刀
ぐ¥?九?、;:、.
xx 
10. 合同条件を用いる飽刀 23.4 
(1) 
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重品3函の8 問題別正答率 (中学校職業・家庭一共通)
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第 3闘の9 問題別正答率 (中学校英語 )
答率
10 20 50 40 
" き
lt. 
へき地短文を聞き取る '" '" '" 71.7 6 9.3 7 8.6 
全県
全国
質問を飽き取り答える 3 6.1 3 7.7 4.2 
書奮の発音 2.2IZH H3 
し
方 (4) !アクセント 47.3 47.6 52.& 
読 ~5) j節句を結合する 24.8 25.8 31& 
み
方 (6) 1部分を読みとる 27.6 27.5 39.5 ， 
雪I(り|動詞の変化などの運用 xx 119 16.9 26.4 
方
'S!:.Q.こ溝成 19.9 21.6 30.日
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この問題別正答率とJ問題や誤答の内容を分
析検討じてみると，つぎのようにいえる。
a 国語，算数数学は i小中学校とも，各領域
とも，ほとんど一様の差宅 ，へき地は全県や
全国より劣っている。特に国語では，そのプ
ロフイJレがみごとなほどに，全県のそれを点
数のl民い万に平行移動したようなJfになって
し、る。
今まで，計算や漢字の書き取りなどは，へ
き地の子どもも劣っていないといわれること
があったが ，この結果からみるとそのような
ことはいえない。
b 小中学校とも，国語では漢字を使つての語
-句の砦き表わし方が怒く， 算数数学では問題
ごとの正答率の差が大きいなどのことがいえ
るが，これらは全県，全国も同僚であって，
へき地付有の傾向とはいえない。
c 英語では ，動詞の変ft:;，名詞の複数形，代
名詞の格，形容詞の比絞級などの運用に関す
る女法の問題C7Jで，へき地が大きく劣って
いる。去のほかは ，ヘタ地全県聞に有意の差
がみられなし、。
4 感覚自旬ことらえることのできる問題や，日
常生活の聞に自然に身につけることのできる
技能に関する問題は，へき地の成績も惑くは
ないが知的な理解や論理的な思考を要する問
題は ，へき地が全県より大きく列。ている。
tことえtま，
。 小学校図工の
131 目だつ間色，目だたない国色を問う問
題
(9) いろいろの本立の見取図の中から ，形
がすっきりLていて実用にも適Lている
ものを選ぶ問題
。 小学校家庭の
(2Jそろばんを入れる袋を作る布の大きさ
についての問題
(6J調理の隙のキャベツの処理のしかたを
問う問題
(10来客にお茶宏出す際のお茶のつきつぢに
ついての問題
の正答率は ，へき地カLかえって高いこと。
。 Ij~学校の図工の
J4i線の精Iff.によって留Jきの感じのでてい
るもの ，つりあいの Fとれている感じのも
のを問う問題
中学校職業 ・家庭の
〔口草花の咲く時期とそのふやし方を問う
問題
(9) 白米の墓さや ，ご飯をたく際の水の量
を問う問題
などの正答率には ，へき地全県聞に有志:の
差がないこと。
。 小学校の音楽では (U"-14i の音楽的感
覚に闘する問題，すなわち ，ラ，ジオによる
音楽の放送をきいて，長調と短調をききわ
けたり，拍子や音の迭さを聞きわけたりす
る問題より (5)~18) の知的理解に骨する
同組に，へき地全県閣の差別大きいこと。 I
などはその例である。
a rテストの問姐等は ，都市や都市近郊の子
どもが多く経験している苓実や現象を素材と
して構成されたものが多い。した計って，一
般の学:カテスト等で，農村やへき地の子ども
の得点が低かったからといって ，ただちに農
村守へき地の子どもの学ブ]がほいとはいえな
い」ということをしばしばきく。
しかし，たとえば，中学校職業 ・家庭の(4)
のように，単に農楽や肥料についての個々の
知識の有無 ，知っていかどうかをきくという
ような問題の場合はともかく。
。 小学校家庭の
(3J洗濯の隙に下洗をする翌日由を問う問題
(9J夏陪すずしく住むくふうについての問
題
。 中学校職業 ・家庭の
(2)野菜の性質から考えて，栽培する土壌
や栽培上の注意Fぺき点を問う問題
のように ，総合的な思去を要する問題や判
断の根拠を問う問題になると，たdニえへきt也
の子どもが，より多く経験して〆いることを良
材とした問題てあっても，へ告地の成筒は全
県より大きく劣っている。
この傾向は ，国語や算数数学の場合に，部
分的に，あるいは感覚的l在観的に判断しよう
とする傾向に通ずる込のがあると思、う。
ここで ，なぜ，へき地の児童生徒が，知的な
題解や論迎的な忠、考を裂する問題に劣るのかを
一17-
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考えてみたL、。
われわれは ，しじゅう見なれている事実 ，き
きなれている現象については， 漠然と見すごし
きき流してしまって，単に感覚的 ，反射的な反
応をするにすぎない。 対象を自分と刻立する客
観的な存在として意毅l.，その性絡，本質を理
解ーナるために分析し ，総合し ，観察し ，検証す
るとし、ぅ1滋度をとることがなく ，その必挺も感
じない。対象と一体となり ，対・象に埋没したす
がたで ，J樹育的 ，主観的に ，航自覚的 ，反射的
に解釈し ，反応するだけである。
われわれは ，知りつくしている人間 ，その性
椅も意見も知りつくし ，いわゆる気心の知れた
人間同志でつきあい ，話し合う場合には ，かた
喜で，簡単な身振や謝育で ，相手の意志を理解
「し ，自分の気持を伝えあことができるので ，そ
の聞に ，とりたてていう程の反省も思考も必挺
としない。
なにか ，呉様な事実や現象に進退して，感覚
的 ，反射的な解釈や行為では適応できない場合
に ，はじめて事物や現象を客観的にながめ，そ
の本質，因果関係，根拠等を理解し ，確かめよ
うとする態度にでる。
なにか ，自分の意見や生き方と違った人とつ
きあい， 話し合う場合に，はじめて ，相手の主
張の板拠 ，立論のすピ道を考えて相手を理解し
ようとしたり ，自分由意見や行為のよりどころ
を反省し ，客観的に検討し ，場合によっては ，
すじ道を立てて自分の主張をくみたてなおして
相手を説得しよう とする。
ところが，へき地の社会は ，多くの場合，他
の社会かlら孤立し ，隔絶されていて "いわゆる .
閉鎖的であり，保守的であり ，児車生徒の自に
ふれる自然は毎年同じ変化をくり返しているだ
けである。児童生徒の接している人たちは ，衣
食住のすべてにわたって全く同一であり ，閉じ
時刻に ，同じタi識をし， 閉じことばを話し， 同
じ感覚 ，同じ恩担、をもっているものだけである。
このような同質な社会には ，事実や現象を客
観的にみつめ ，人の意見を検討したり ，自づ)v')
考えを反省し ，すじ道をたてて考えるというよ
うな契機がない。
これが ，へき地の児童生徒が ，客観的 ，論理
的な思考に劣る綴柏句な原因であると恩われる。
へき地では ，経険領域が咲少であることがよ
く問題にされる。 子どもはrt持デパ トーを見た
ことがないので ，その説明に悶る とか ，cパス
が砂けむりをあげて走って くる〕という情景を
子、どもに想像させることができなくて困つfこ，
などときく。
'このように ，へき地の子どもの経験がせまく
知識の盆が少ないというこ とも，もちろん翠誕
な問闘ではあるが ，呉質な経験に接する私t会が
ないために ，いつまても自己中心性(注けか
ら脱脚てきず，論理的，抽象的 ，客観的な思去
の力が育たないとわう劇こ ，より大きな同色白i
u あると想、う。
このことは，へき地の子どもまたは地域の人
たちに ，新しい経験を導入しよう とする場合の
経験の質について ，一つの観点を示唆している
と思う。
たとえば ，へき地の人たちがラジオの浪曲を
きくこ とから ，何らかの期待がもてるであろう
か。ラジオは近代的な女イt到な用具であろう。
しかし，浪rtlJの語る内容は ，へき地社会の生活
意識と全く同質な義理 ，人情の世界である。
3 個 人 差
全国学力調査における得点の標準偏差は ，第
4表の( ) rλ]に記したとおりで ，小中学校，
各教科とも，全県とほど等しく ，その聞こ有志:
の蓋はなし、。小学校の家庭が15.7 .中学校のー
理決議・家庭が14. 0でやや小さく ，他の教科が
いずれも 2目前後であることなど ，全県，全国
と同様である。
得点分布l泊納ま第4酌 とおりで ，へき地のt
曲線の頂点が中や点数のほいっち市こかたよってし、
るが ，これは平均点数の低いことからくる当然、
の結果であって ，そのほかには ，と りたててい
うほどの変った傾向はみられない。
-注 6 波多野完治 児重量心迎学 同文館
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ζのように ，へaき地の児童生徒全体としては
その得点、分布に全県と呉なる傾向が見られない
としても ，学校ごとにみた場合?とは"t.t!iこか変
った傾向がありはしまん、かb
この疑問に答えるアこめに，国語，算数数学ω
2教科tζついて.学校ごとの分散を求め，てそρ
勿敬のへきr地佼の平均と全県のそれとを比較し
ごたのが第6表である。
第6表 学校ごとの分覧奴J平均
-平均三笠ω倹定はコクラン・コックスの法による。
分布曲線が匂正常曲線にならず，泡~~U字形にな
る」ことをあげられる。レか1...-.、学力が正常分
布であるlとしても，ア久トのL問題構成い治てんに
よって .kρ得点分布は正常舟線になるえは限
、らないのである。
たと、えば， 一般の学力テ只トでは
。 各問題は余別力のめるものであるこーと iす
なわち ，学，;])のあるlhのは必ずでき.:，学力の
低いものは誤るよう
な間過でよ，まぐれあ
たりのないような問
題であること。
。 む勺かしい問題と
やさしい問題の数は
少なくし，困難度の
t。ーヲゑ品主主=. Xlニム t111zi+いす
~~，，-:.2- /~一一一一一一 '器直径 t 一 一 -一一一→ーー
中位の問題の数を多
くすること。/奇ゐ+宮ゾ同2+% -ur+コ吋
ただレ，t1'"':;2は df= n}1n2のときのtαのイ血，
玄"1'X2，.Ih，n2，li)(;2'Uxn' fまそれぞれ全県，へき地の分散の平均，採;$:
という方針でテストを
構成することが多し、。
しかしeも←し，こbよ
校数，標準伺裳;αはイ言新水準 七。〉基準七 なら有意
うな構成のテストである
よれによると，へき地の児童生徒の得点の聞
きは，学校ごとにみても，全県のそれと差がな
く，む4しろ，へき地の学技がいくらか小さい傾
向さえみられる。
^"き地児童生徒の学力については，個人差が
六きい。特によ《できる子どもとできない子ど
もが多く，中位の子どもが少ないということが
いわれている。もし，これが事実であるとすれ
ば，へき地の子i:!毎の得点の，その学校，の平均か
らの偏差がりたきくなり，したがって分散が大き
〈なるはずである。しかるに i第 6表の示すと
おり，へき地紋の分散が全県のそれより大きい
ということがL、えないとすれば，へき地の子ど
もに特に個人差が大きいとか，よくてきる子ど
もとてきない子どもが多くて，中位の子どもが
少ないとかいうことはいえないことになる。
こζで，なぜ，へき地の教師がよくできる子
どもとできない子どもが多くて，中位の子ども
方2少ないという感じをもつにいたったかを考え
てみたい。へき地の教師は，このような感じを
もっ口、たった大きな理由のーっとして， r学
却1>にその他のFテストの結桑，多くの場合に俗点
と，結果の得点分布は正
常曲線にならず，逆にU字形になること前理論
上いえる。 (注 r)具体的な例をあげて説閉し
よう。
ここに.(1)から(5)までの5つの問題からたる
テストがあり，答問題の困難度は ，それぞれ，
80 'l~， 6 0% ，印私， 40%.20% の正答率が期
待される程度のものとしよう。配点は1題 1点
とし，被4災者は10 0名とする。各問題の弁別
力は完全であると仮定する。すなわち，もっと
もやさしい(l)がで
t
きないものが，まぐれあたり
て但トや(31を正解するなどのことはないものとす
る。
まず ，(l)の困真肢は正答率 80%と予砲され
るので ，予想どおりとすれば，これさえで2きな
いもの，すなわち，。点の志のは2日%，すな
わち， 2日人である。 80人は， (上)を正解し ，
-注 1 小林茂太断 得 点分布と間Jill隠成との閲
・係 自本数宅語教育会誌
1 959年第 41巻第 1勾
和凶上己呂志 〔得点分布と間昭防成との
関係〕に関する小林氏の尚文
について 日ー本欽学教育会誌
1 959年館 41主寺第 5号
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表であり，第5図は国語，算数数学の 2教科1こ
ついての学校平均点の分布を "本枚分後別にみ
たものである。
児童生徒個々にみた場合 ，特にへき地に個人
差が大きいといえないことは，さきにのべたと
おりであるが，学校ごとの平均点数をみると ，
小学校の家庭および中学校の職業・若ミ陸以外は
各教科とも学校差の大宮いのに終ろかされる。
各教科とも，都市のいわゆる一統校に劣らない
学校がし、くつかある反面，平均点数がわずかに
5点 ，1 O，l誌という。学校もあり，その差は5 日
点以上におよんでいる。
へき地には，児童生徒の少ない学校もあるの
で，たまたま，この年度の調査対象学年に ，優
秀な，または劣等な児童生徒がおり ，それが学
校の平均長数に大きな影裂をー与えたことも考え
られ，一つの教科に優秀な成総をおさめた学校
は仙の教科も良い場合が多いことはこのことを
長付けているようにも見える。しかし ，成績の
よい学校は毎年すぐれた成績をおさめているこ
少く とも1点はもらえた士什である。 (21の予想
正答率は 6 0 0/0である。したがって(2iを通過す
るものは4.0人で， (1)を遍過した80人との差
2 0人は ，1点レかとれないことになる。同様
に .131を通過するものは50人であるがら(2陰
通過した 60人のうち 10人がここでとどまり
2点が1白人できることになる。同様にして ，
5点 1 0人， 4点20人，となり，もっともむ
つかしし、(51も正解して 5点をとるものは20人
となる。そこで，得点分布はつぎのようになる。
. . 
. 
・ー・
4 
10 
5 点
学校平均点の分布
量点; 小学 校 中 学 校国語算数音楽 図工 家庭 包詰 数学 英語 職・家
5 一一
1 0 一一 1 
1 5 一一 2 5 d 
.20 一一 4 5 d 2 
:Z5 一一 12 6 7 4 
30 - 11 1 5 B 5 8 
35 - 21 1 7 五 5 1 0 1 B 
4日 ・ー.- 1 7 1 2 6 4 6守 7 3 3 
45 一一 22 1 4 1日 8 1 2 7 2 2 
5 0 一一 4 5 6 B 6 B 
55 - 2 4 5 2 1 .5
• 
60 一一 2 5 4 
65 -ー 2 2 
7日一一
75 ー一
80 一一
音「 86 86 33 33 33 44 44 19 23 
平 均 40.6 37.2 49.3 5 1.9 47.7 5 1.6 5日.5 34.3 34.7 
(標準臨白 (9.2) 1(101) 1(10.1) 1 (8.S) (6.8) (9.8) (4.6) 
第?去を
したがって，このよう
な経験から，へき地の児
童生徒に個人道が大都、
と判断した'としたら，そ
の判断は誤りであるとい
わなければならなL、。援
するに，との研究の結果
では，へき地児産生徒に
附こ個人援が大きいとか
よくできる子どもとでき
ない子どもが多くて ，中
位の子どもが少ないとい
うことは否定しなけれhま
ならなかっ7こ。個人差の
大きいのは，へき地のみ
の問題ではなく，全県も
同様なのである。
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第 S国 平均点数別学校分布
点 とや ，一二の児童生徒だけが優秀
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一日一
なのではなく ，それに続く児童生
徒があって pセの得点分布が正常
の湯合が多いことなど，個4の学
伎の内容を倹討してみ右と，この
ような偶然によるもののみとはい
えないようである。
都市とへき?地，平場とへき地の
ように ，あらゆる教育条件に大き
な違いのある学校間に学力差が大
きいというのならともかく ，同じ
へき地内にあって，一見したと己
ろ，教育街宇には大差がないと思
われる学校の問に，このような大
きな学力差が生ずる原因は ，どこ
にあるのてあろうか。このl京国を
さぐること':1"..Iへき地児童生徒の
学ブj向どのためには ，きわめて重
裂なことであると思う。
N 学力を規制する
要因
さきにのべたとおり ，一見したと
ころほぽ似たよ うな条件にあるへき
地学校椙互の聞に，続く程の大きな
学力差がみられる。この原因を明ら
かにすることは，へき地教育振興上
軍基長な問題であると思う。
軌を規制 るー援因を考える場合
に ，児童生徒を個 に々ながめ ，その
児童生徒の精神的， 身体的な条{将
家庭環境等と学力の関係を追求する
とb、う方法がある。これももとより
霊媒なことであるが ，しかし，恵ま
れた条件下にあって，その学校また
は学級内において相対的に上位にあ
る児童生徒でも，もしその学俊また
は学級全体の学力水準が低い場合に
は ，その児童生徒の絶対的な学力は
やはり低いのが常であり，学級の学
力水準が高い場合には，たとえ学級
内の{立i量が必ずしもよ位でない児童
生徒の軌も，かなり高い場合が多
い。したがって，学力を，特にへき
曹
地児童生徒の学力を問題応する場合に吟.:)，児童{国 h
々のおかれている環境より以上に，学校または学 ん
級集団の性殺やその置かれてし?る環境条件が大き " 
な比重を占めて与し一、ると思うも。
このよ J1，主意味から，児童生徒の学方を，学校
または学級集団とし?亡ながめ ，へき地内学校間の
学力差の生ずる原因をきわめてみたいと思う。
1 学力と教育条{牛との関係
学力を規待l片る条件tこ~:t.¥.、ろいろのものが考
えられるが ，はじめに ，児童生徒の知能 ，地域
。文イじ度，学校の施設設備，学級の児童生徒数
三」々の教科り年間授業停敬、，および，中学校につ
いーては高校進学者をよりあげ，それらの条件と
学佼平均点 との相関を教科ごとにみよう。
. (1) 知能としては Jーその学校内調査苅象学年児
童生徒の知能指数の平均を用いた。}
(21 文化度とは何をいうか，また ，それをどう
して測、定するかは ，いろいろ困難な問題があ
るが，ここでは ，北海道学芸大学へき地教育
研究所の飯野先生が ，2E庭の紗J質的調度 ，文
化的調度を点数に倹算して，その地域の社会
的地位を測定しておられる方法を借用した。
(注.8)‘これは電燈，畳，時計 ，風呂， タン
ス 4茶ダン与え a鏡台，机，椅子，革靴 ，自転
車およびミシンJ蓄音器 ，編機，本箱 ，アイ
ロン〆Jミイク ，写真機 ，新聞 ，雑誌 ，ラジオ
の有無，数量，ならびにその調度の性格によ
ってそれぞれ泡点数に評価する方法てeある。
ζれらの物質的，玄化的調度のヰ数合計?:
そり学校の全!足童生徒について平均し ，こう
、して待た社会的札位を衰おす点数を，一応そ
の浮区の文化民とみなLたc
[31 児童生徒数は調査対象児童生徒め所属する
学献の児童生徒数てeあるb したがって ，複式
学級の場企は ，調査対象外の児童生徒の数も
含まれている。
(4) 茄設設備としては ，者数科の学習指導に必
援な術品のなかからつぎの 3.1品目を選び，
1品につき1点 ，ただし小中共用の場合t'i， 
-注 E 北海道学芸メ;学紀鋭箆 1 郎鋭?巻箆~1号
村穫における社会的地ι立ぬ制定
. ~反堅持3城
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‘轟
。持、と して，その合計点数を用いた。
主』雄君E，映写機 ，テレビ，ラジオ，苛ープ
レコーダー，都総，降雪{-.開計 ，日
本地時品図，地球儀 ，嬉尺，上皿天秤また
は上皿L自動秤，方眼黒板，臥微鏡，プリズ
ム，アルコールランプまたはガスバーナー
，電圧計 ，燥し紋 ，ピyノ，タンパ見ン，
木琴または.鉄琴，アコ」ーデオン.-九 hツプ
ウォッチ，体操用マツiト， 鉄棒》卓球台，
籍球または ドッジボール ，ミシン s食品栄
養分析表・図表，
職業適怯唆ilE器具 (中学校)
(5) 年間授主義時数は，昭和'33年度に，モの教
;j<->wこ‘つい，て調到す象学年に実施した授業時数
によったb
(61 進学割引F和子 4年度高級進学率で，;定時
制i同校への進学も含めた。
(7) .総合は i以上の各条件の測定伎を冊一基準
にするために Z点に刻I~L ，その合計によっ
た。(注9)この場合に限り，学級の児童主生
徒数は少ない方の点数が多くなるように操作
した。
以上のようにして相関係数を計算した結果
が第8表である。
第 B表からつまのよ うにいえると思う。
a へき地枝の学力は，当然のことながら，
その学校の児童生徒の知能と大きな相聞が
ある。したがっ-c，へき地，児童生徒の
学力を問題にする場合は ，知能の発達た規
市jするものはイ可か，ということに注目しな
ければたらない。
b 知能についで巨につ iくのは， 地域の吏佑
度である。ここで用いた文化度の測定方法
は，さきにものべたよラに ，家庭の物質的
調度 ，文イじ度調度の有無 ，多少によづたの
で ，学ブ3を規Rltjする条件としてみた地域の
女化度の測定方法として適当であるかどう
かには疑問があり，ーこの点については
あとで現地調査の結果についてのベる隙に
ふれたいと思う。ーまたjこのようた銃長
からみたへき地の文化枠一般に1忌く ，地域
10(x-X") 
・注 9， 'Z =;一一7一一 +50 
X'， 'ie， 0'ほそれぞれ霊長点，平均点t様準、偏差
第8表 学校平均点と教育条件との相関係数
なFき: 学 校 中 学 校国語 算数 音楽 図工 家庭 国語 数学 英語 号L訪
知 古屋
xx xx 〉えx xx X XX xx xx 
• 552 .563 :540 • 51 7 .4 47 .585 • 562 o 7 0;7 .345 
l文 イじ 度 X X xx • 281 • 230 .334 • 327 .1 72 .506 .3.02 .1 88 < • 09ヌ
護宇級法徒の数J尼{二単音院長式 .1 U06 • 069 -.21b ?b 7-ー12S44日 • 073 . 081 • 043 88 一.247 一.099 • 00 0 . (J 3 4 
施設設 備 〔..10069q 
、
.405 • 1 86 .1 55 • 043 • 1 27 .227 .1 44 一.047 
授
進
総、
業 時 数 一.口'12 一.038一.023 • 1 05 • 1 1日 .0口?一.009 .425 .062 
学 率 xx • 1 87 • 1 84 • 7日4 .328 
合P<.271 xx x・x1515 xx X XX • 321 • 51 2 462 • 1 6 4 .227 • 206 .665 
( )内は音楽関係設倣のみとの相関係童文
1+r _:. 
火Xは99梧， Xf;:t9 5%ゐ信頼水準で有怠。検定方法はz'=斗lOg -一干一一 ，z'の母数('の{一一一一 2--0 1-r 
/ 1 
信頼限界ぞ Z吐 t回 σ'21，σ'ZI=ゾ正工3 ' tのdfはn-3，ただレ Yは相関係数， taは信
頼水準aの七の値として求め，びをTの母数ρに変換し，その信頼限界円に0を含むか否か
をみた。
標本学校数が少ないので信頼度は低いが，昭和 32年度全国学力調査の小学校社会，溜科
の学校主r-均点と文化JJr_との相関係数は ，それぞれ0.473，0.321であった。
による差も少ないのであるが，そのわずか
の差の聞にもかなりの相関がみられること
を考えると，地域の文化度の学力におよぽ
す影容の大きいことがうかがわれる。
へき抱の父兄は，一般に教育に対する関
心の低L、丸臓でも，女子の家庭科，特にい
わゆる潟産については，強い関心をもって
いるようであり，文化の遅れている地域は
かえって強いように思オオLる。小学校家庭
および中学校験業・家庭との相関係敬ilvj、
さいのも，このようなことを考えあわせる
と，その理由がうなづけるようにー恩われる。
c 1学級あたり児童生徒数と軌との相関
はlまとんどみられなc、。有意の数ではない
が，複式学級に，やや逆相関，すなわち，
人数の少ない学級の学力がすぐれていると
いう傾向がうかがわれるようである。
へき地校の 1学級あたり児童生徒数は一
般に少なく，いわゆるすし詰め教室などの
はやみはない。したがって，児議生徒数と
学力との相関がないのは当然ともいえよう。
しかし，少人数学級の長所は徹底的な個別
指導がdやりやすい点であり，その長所をい
かして個別指導を徹底的に行なうには，や
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はり人数の少ない方が有利であるはずだと
予想したのであったが，結果は予想を裏切
ったわけである。
へき地校において，個別指導カ'南劫走行
i.r.われているかどうか ，一応考えてみるべ
き問題点であると思う。
a 施設設備は，中学校の職業・家庭との相
関がJやや大きいが，仙の教科との詞係はほ
とんど表われていない。これは施設設備を
測定した方法が完全でなかったことにもよ
ると思うが，それ以上に，へき地内学校間
の施設設備の差がわずかであることと，施
設設備はそれを活用し得る教師その他の条
件と相またなければ，学力に彰容をおよぼ
す力となり得ないことによると思う。
施設設備の充実は，特に代き地教育関係
者の強い関心事のようである。これは当然
のことであり，ことに教育行政にあたって
おられる方荷からは，この聞により一層の
配胞を願いたい。同時に， 教育の実践にあ
たる教師は，それらの施設設備がじゅうぶ
ん活用され ，本来の機能を発揮しているか
どうか ，反省の裂があると思う 。たとえば
せっかくの理科実験用具が戸棚の中でほこ
にりにまみれており，放送受信設備があって
もニューヌや野球をきくだけにしか不1聞き
れず，図書はあっても紛失や破損を巡れて
児童生徒への貸し出しを禁じていると学校が
あワにとLたら，これらの施設設備が児童
生徒の学力と無縁であるとしても当然であ
ろうと思う。
B 授業時数は英語との相関だけが目につく。
仙の教科のJ受業時数の学校聞の差がわずか
であって ，学力に影響するほどの差でない
のに対し，英語の場合は， 学校によって時
間数にかなりの差があるからで為ると思う。
へき地小中学校実態調査の結知こよれば ，
英語の毎週授業時間数は各学年5， 5 ， 5 
から 2， 2 ， 2まであり，王手間実授業時数
も60 時間~1 7日時間の問にひろがって
いる。
なお ，授業時間数も施設設備の場合と同
様tこ，単に時間の多少だけ
みあわぜ指導 ，学習指導吉十両等と，その学校の児
童生徒の学力との関係をみるために ，それぞれに
言巡する学校1仲平均点を 司国語，算数数学の2
教科について比聴してみずこ。それが第?表である。
該当する学校が少ないために，検定の結果，有
意の差とならないものもあるが，第?表からつぎ
のようV乙L、えると足、う。
a その教科について普通免許状をもっている
緋 i1の指議してL、る学校と，仮免以下の教師
の指導をする学校の 2訴にわけて ，それぞれ
の学校の平均点の鞘屯平均を比較すると，中
主主斗交の国語では，単王立学級で 6.3点， t瓦式学
級で 5.2点，数学でド主単式学級で 5.6点 ，夜
古学級で 2.1点，いずれも有資格教師の指導
している学校群がすぐれてL唱。
さきに第4表で， Ij、学校て~f:t本校分被聞に
学力の差が斗られないが，中学校ではかちえが _-
本校より有意の荏で劣っていることをみてき
でなく，どれほど充実した 第 9表 指叫条件の遣いによる学校差
学習指導がなされたかとい
う}授業時間の質が学力lこ
拠げることも ，単なる時
'間数の多少と淳司との関係
が ，多くの教科にあらわれ
なかった理由の一つであろ
うと居、う。
1f 高校への進学率f:l，英語
との相関が大きくあらわれ
ている。進学者の多少によ
って ，学校の英語科の指導
や ，父兄および生徒の英語
科に京r，る心構えに相違が
あるこ とによるものと忠わ
れる。
2 指帯条件の遣いによる
4学校差
つぎに，学習指導に直接かかわ
りのある諸条件のうち，担任教師
のその教科に対する普ー述免許状の
有無く以下資絡の有無と略物でする〉
は式揮iJと政均制，.f瓦式禅話に
ご占ける同時同教科指導と品数字協且
耕ミ士¥~¥一-_町学二校 小学校 中学校
国語 算数 国語 数学
有 53.2 32.5 
|単式 真l~ 46.ヲ 26.9 
井千主ゐ空似中
主 χ 6.3 5.6 
教師の資格
右 54.9 30.8 l複式
~[~ 一 4 9.7 28.7 !学級
差 5.2 2.1 
単 41.4 37.1 47.2 26.1 
単式と複式 f主 42.5 39.1 、50.8 29.8 
差 - 1.1 _ 2.0 一 3.6 5二7
同教科指導と 同 37.8 40.5 55.8 3 2.9 
異教斜組み合わ ~I'， 28.0 34.1 49.1 2 1.6 
せ指導 言去 x 9.8 x 6.4 X 6.7 xx1 1.3 
Yιd 42.5 41.5 56.8 37.5 
指導計画 河て 40.2 36.5 5 4.1 29.3 
差 x 5.0 i 2.7 I x 8.2 
主主・ E悼式と後式の比較は，小学授は本校だけ ，中学校は分校だけ
についてのもの。
. :zg抑…の吋倹航定万加法 芯%い。戸=「4 二4斗i戸一._.一 .'，d川日ι可←f=n司=司山l
¥ゾ./ι旦虫主旦坦E設呈笠弘f九fム-占i:..!ム:-) 
n1十n2-2¥. 01 -;--n2 J 
ただレ， ;(1，為，91，92'孔1，112ほそれぞれ平均点，扱m側室塁，原
本佼数。
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た。とれば ，T2格のない教師の指諒する学校
の学力が劣ること と， 分校は教師の数が少な
いので ，資絡めない教科も担任し7対?ればた
らないこ とが多いことを考えあわぜあと，そ
のむ白がうとづけると思う。
b 単式と後式を比べると ，有意の差ではない
ので断定することはできなし、が，後史学級の
方がいくらかよいよ うな傾向が見受けられる。
これは一般の常識に以しているが ，もし ，
i長期言導にあたっている教師が ，話正式である
からゆだんはできないと特に自戒し ，自主的
学潤ぷ度のWIRや指導法の改警に努力してい
るのに対し，単古学級の教師が.単式のしか
も少人数の学級だからとて気を許し，個別指
導の倣!出等に刻ずる配胞をかき ，安易な指諒
回 ，いわゆるカ リキユラ ムを，はっきり構成
して ，計il1li的な指導を行なっている学校と，
はっきりした指導者f副がないと忍われる学被
の閣にも，児さ量生徒の当勾}に援があるといえ
るようであり ，その詮は国言語より算数数学に
特に大きくめらわれていゐ。
以上を総合すると， 当然のことながら ，教師
のi終草まとf鵠手ブJが ，9己主生徒の学力に対する大
きな災闘になっているとJ底、われる。
3 上位校群，下位校蜘教育条イ初比訣
以上 1， 2でみてきたこ とを， 別の銃点から
般かめるために ，第 10翠および第11;i受をつ
くってみた。
第1口事廷は ，国語， 算数数学の 2教科・のそれ
に終始している傾向が ， ~L"ありと%な ぞれについて ，学校平均点の最も高い学校 ，ほ
らぱ，このような結果になること もあり得な い学伎を ，小学校は2 U校ずつ ，中学校は 7日
いことではないと思う。 被ずつを選び，それぞれの学彼抑の教育条件を
c 綾式指誌の同時同教科指唱は ，小中学校と 出絞したものである。
も， 国語，算数数学とも
話10茨 学力の上位校群と下位校群の教育条件の比較
有志の差て主主事録:.~組み合 一
わせ指iJlこまさっている。
同時間教科指部もやり方
によって効果に大きな差
があると考えられあので
-f-~に論ずることはでき
ないと思うが ，ー jι，こ
の方法の優位と ，なんら
かたえずくふうし ，効果
をあげようと紅β差してい
る教師の努力のある之と
ろに学力の向上がみられ
ることを示している主思
う。
向時伺教科指導の内容
について，向島i元指導と
災時1元指導の優劣， 三官
接式の場合と三官i複式の
場合絡も童基ぎな研究問題
であるが，資料が不足で
あるために ，この点まで
蜘付ることができなか
った。
学後独ヨの学治指導計
、 ;科
学 校
A 
国 語 算 数
条件 学力 上 1: 上 下
九 、~ー
57.7 33.4 62.8 37.0 
学 カ
24.3 25.8 
57.9 38.3 56.'1 36.7 
知 能 19.6 20.2 
度
5日.1 45.3 5 1.1 44.2 
文 イじ 4β 6.9 
<16.4 46.9 49.0 48.8 
単式 一 0.5 0.2 
学級の児
3 4.7 3 5.2 3 4.5 36.6 
童生徒数 複式
- 0.5 - 2.1 
4 C.O 40.1 4 1.8 <1 0.3 
晋十
- 0.1 1.5 
5 5.3 5 4.4 56.5 52.2 
本被 0.9 4.3 
<1 2.5 39.6 43.138.2 
施設設備 分校 2.9 4.9 
52.7 47.8 5 1.8 l. 3.6 
音十 4.9 8.2 
<14.8 44.9 48.949.1 
授業時数 - 0.1 - 0.2 
進 H寸aー- E将 一
平
I55147215ZP467 
均 5.9 1 6.2 
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申 学 校
国 語 数 学
よ 下 上 下
61.0:36.8 62.8 36.5. 
24.2 26.3 
5 7.6 4 1.7 57.8 <1 0.2 
15.9 17.6 
60.3 48.6 60.3 49.3 
1 1.7 1 1.0 
47.5 <15.4 5 2.0 4 6.3 
2.1 5.7 
39.5 3 9.0 38.9司 50.2
0.5 -11.3 
4 2.7 <1 3.5 <14.0 <18.6 
- 0.8 - 4.6 
5 2.5 29.5 5 4.5 <1 8.5 
23.0 6.0 
<1 5.6 4 8.4 <1 4.7 tl 8.9 
- 2.8 - 4.2 
46.7 <14.6 <18.6 <18.8 
4.1 =-.0..2-_ 
4 6.2 5 9.7 49.0 <1 6.1 
-13.5 2.9 
4 4.9 45.9 4 5.3 <10.1 
- 1.0 5.2 
5 2.5 4 9.5 52.8 4 5.5 
3.8 7.3 
学ブJ，教育条件とも，すべてZ点に変換し，
比較しやすいようにした。たとえば，小学校国
語lの場合は，よ位詳に属する学校平均点をZ点
すなわち偏差値に換算すると， 5 {.7であり，
下色:alfに属する:20俊の平均点をZ点で表わせ
ば 33. 4であって，その芸は上白洋が24.3だ
け首j~、。同じく，知能指数の上位校若干の平均は
Z浪にして 57.9 ，下位校群の平均は3s.3で
上T立後群が 19.6だ十ナすぐれている。
a 中学校国語では .有「資格教師の指導する学
校は上位群に7校，下位群に5紋，有資格教
師でない学校は上儲附こ5校 ，下室宮市三5校
であって，有資格教師の学校は上、儲洋に多く
然らざ研学校は下旬洋に多い。数学ではこの
傾向がもっとはっきりしている。
b ~瓦謝旨導の方法につい七は 。，たとえば中学
伎の国語では ，同時同教科指導を実施してい
る学校i主6{交のうち5佼までが上位岩宵こ隠し
第 1日表から ，学ブJ上 gt~ 11哀 教育条件別該当学校数
{立の学設1手:と， 学力下位
の学抜群の間の教育条件
広大きな差のあるものを
rあげると ，つぎのとおり
となる。
a もっとも自につくの
は，知能の差である。
小中学校，国語，算数
数学とも，学力上位の
学彼訴は下位の学校群
に比べて.z点にして
1 6 ~ 2 0もすぐれて
いる。
:予三
有
担任教師の資絡
無
単
単式・複.式
複
と同築時l司数料指潟 同教科導組みる
わ(複せ式指絞のみ〉 兵
;}全ロョ，
学習指導計画
方之
本
小学級
国諮算数
上位下位上位下位
9 B 1 0 6 
1 1 1 2 1日 1 4 
1 0 ? 9 1 0 
1 5 1 4 
5 5 7 5 
1 4 1 1 13 11 
4 o 1- 6 
16 1 1 1 3 9 
中学級 1
国語 |数学
上位l下位ー 上位下位l
7 5 7 4 
3 5 5 6 
4 7 4 6 
6 5 6 4 
5 4 
5 2 5 
5 。 2 。
5 8 5 7 
2 2 5 5 
5 2 4 2 
b 知古bこついで自につ
くのは，文化度である。
各学校 ，各教科と も，
全部 5~ 1 2の量生がみ
られる。
本被・分校 分~ P 7 1 1 5 8 6 B 一
1"2， 
c 学級当り児童生徒紘 検定方法 x~N (1: -:...主~. '-: 1 } ， d，.!，=;Cm-1)( n-，1 )=1。l ~ Tl Tj‘ J ' 
施設設備，授業時数 ，
進学率は，学校により
教科によって，あるい
はプラスとなり，ある
いは7イナスとなる等
ただし Ifijは各細胞のdlU定倍。 Tiは行司TJは列の針。
m，nは行，列の数。
・ 純泉はいずれも有意の連関とならなかった。銀本校数の少ないため
であろうか。
一定の傾向があると断定することはできない。
その差の絶対値も小さいのが多い。
有 これらの結果は， 1で第8表に関連してみ
てきたことを裏付けるものである。
第 11認，土 ，それぞれの教育条件に該当す
る学校が，上位群，下位群に何枚ずつはいっ
ているか宏みたものである。
これによると，担任教師の資格の有無.複
式学習の指導方法，本枚分校の聞に ，ー 定の
傾向がうかがわれるようである。すなわち，
J ているのに対L'，兵教科組みあわせ揮幕の学
校は 4被中5佼までが下もt詳に属しており，
同教科I指導の優位をうかがわしめるものがあ
る。中学校の数学.Ij母校の国語，算数につ
いても同様のことがいえる。
第 11 器工標本枚数が少ì:C~ 、ためか，検定の
結果はし、ずれも有意の連関とならないので， こ
の表だけから以上のように断定することは危険
であるが，これらは第?剥こよってみてきたこ
とと同ーの傾向であるので，第?表に関連して
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のペた結論官補財:るこよFtZ7kるであろう。
学力と家庭学習り時間どる関係L
令き培技の児童生侍ぞ学7Jと関係の深γ条件
第i2送 金;学カと家庭学調時雨£の相関係訟
VS. ?τ亡命--::J¥i.r 'SJ ぞ: .:.~ -:;-パ，匂';，)...._~." ， jt~ ¥.1 
PIj、z ι'!;.学ー ~ 、位 、~
国軍 ム|話数、|昔 4楽戸↑図 工i;家
xx， il災x;: '-‘l' ".lll‘x:.‘ 
よ耳 ?早| ピ. 6，1 : ~子 、. 2.0 7 1 ;・4T5 
検定方法 ，鰐8表e':同様Z'仁変換しそめ母教と'
そのi中に日を合ひかどラか{e¥みたロ
山こよると，国語，開数学，英語野学 に時間を空費して?そのうめあわ吋児童.生徒
力よ家医学習時間との絹闘はLそ予想誌上l弓大き の鶏宅学習に期待す汚のは誤 りであろ2。以E
く，特に中学問こおいていちじるしL、。 し，時間 .3ら-法 .内容によっては，象薩学習の “
学捜における授耕[継保には ，どこの学校 教育的織が考えられると思h 現実に，都紅
でも相当円努力向主}らヲざいる場h家庭学習の 4 およ的丘郊農村では ，相当時間の家庭学習が行
時間や方法については考慮していないか， 関心 なわれていごふ J蔀7問 主主註学昔話場合はT〈高校
時 友言語専訪露;ユぷ忠誠均ぃ。 〕 齢のための受験勉?織とからん戸パ、いき
学故に添付る学習だ比七効果をあげるiようにく h 考えなけれ苧ゐら，)引、問題があるがゆへ制民の
ふ??x，きも家庭学習に期制「るのlは邪道だ ! 場向こ'Jo'v，':C.I干そ九と守中こ4ほとみどねれ ¥.
~\i、も意見もある。 iたしが.，C:.... ， 学習指導}乙際b -; 司 、秒、子い?点に用語カjあpuf'昭和f摂 浩
司昭子伊khFE竺(11fがふじゅMM-j にへ均1‘、，ゲヂ持?持諦琴的問7F九九¥(.，... 
あるために予定の進度カ漣れたり ，無益な冗舌 き苧伎の教阿75i'抑平均ギρ峨 ρ家信組L
1 ~I. l-"}~~.'H ~'，; '， (・;..-( ':)~:-~j 二 l
のーっとしーて，家庭における学習の時間を考え
てみたし、。 予い ~ こ
第12衰は.，f'.~地被訟の各教科の平均点と，
む
児童生徒の宰廃寺習啓問与の坦関係数である。
.' ι 
、主
? ?
? ?
、?、
?，』????
‘ ，
中
ょ，C
。
晶'‘ ‘，、一
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皇主主ω、家島学習の時間とω内容:f乙対する教師の窓克fゾ-)_1-1へ・
1 て I
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もさせたいと考えるかを調査した結巣は， ヨ'
I 3表のとおりであった。
すなわち ，小学校1~2年生では約五日分，
3--5年生は約 60分 ，6年生~中学2王子生は
約 90分 ，ヰヰZ年金三は 120分程度の家庭学
習を行なうことが望ましいと考える学校がもっ
とも多い。これは ，ほぼ妥当な見解であろう。
このような考え方と ，第12表でみてきた学
力と家庭学済時間の相関の大斜、ことがSえる
と，へき地児童生徒の学力を向上させるために
家庭学習についてもっと考慮がはらわれるべき
であろう。もちろん，ただ児童生徒にむかつて
「家へかえってから勉強ぜよJといい ，父兄に
むかつて 「勉強させてください」と製求しただ
けでただちにそれが実際に行なわれるものでは
なく ，具体的な方法 ，内谷 ，条件整備について
の配ほが必裂だあることはいうまでもない。
V 現地調査の結果から
前章までに町おいて ，全国学力調査の結果を検討
して本県ベき地児室生徒の学力の実態 ，特徴宇f明
らかにし ，ついで学校主主の原因宏究貯するという
形で学プJと教育条件との関係を追究してきたので
あるが ，学力の呉服についてはしばらくおき，学
ブJに員会部ぞおよほ:-?-民民のおもなものとしては，
児昌生徒の知能 ，地域の文化度 ，郷市の指i持，荻l
民非習が苦言えられた。
ところで ，われわれがテスト等で測定し得る知
能には先天的な素質のほかに ，児童生徒の育った
罫践の影響がかなりああと考えられるものであり
家庭学習や進学率等も女化の程度に規定されるも
のとみられるとすれば， へき地児主量生徒。学力は
地域の文化皮と教師の指母力を基本とし，それか
ら金ずるいろいろのむ実や現鼠のからまり合いに
規制されているといえると思う。
さをにのベた fロヵ授に対する現地調査は
。 以上の結論を碓悶し，特に
。 へき地にどのような学習指導が行なわれて
し、るカ‘。
。 学力を規信ir?-るとし、う観点から見た地域の
文化度の ，本質的，中鮒なものは何か。
を探るためであった。
その結果を具体的にのべるこ之ははばかられる
点もあるので， ~Rr;!ifについてのべることは控える
が ，結論をいえば ，学力を規制しイいる地域の文
化度とは ，比較的交通の便がよいとか ，家庭や部
落が経済的に豊かであるとかいうことではなく，
また単に ，PTAの出席率が良いとか， どこの家
庭にむラジオがあるとかいうことではなく，地域
の人たちの生活意識 一 生活の結えにあるのだ
ということである。交通の使や，経済的の鐙かさ
ゃあるいは?-TAの出席率 ，ラジオの普及等は ，
それ自身がl白:按学力に影響するというよりも，そ
れが地域の人たちの生活の構えを前向の ，積極的
なものにするのに役立つ限りにおいて ，それを混
じて間接的に胸らくものが一層大きいのではi.rい
かとみられることである。
例をあげよ う。
A/1ヰ校の全国学力調査の成績はつぎのとおり
であった。
第14表 A小学技会菌学力調査平均点数
???????
52.9 
47.3 
50.3 
いずれもへ雪地平均よりもはるかにすぐれた成
献であり ，音楽以外は全県，全国の平均よりもよ
く，ことに国語，算数，図工智主新潟市の ，¥，、わ
ゆる一流被に匹敵する毘努きである。
この学技の所在地は ，駅から 12 Km ，傍箔760
m の心地にあり， 1 1月下旬から 5月上旬まで
の約半・等間は雪にとざされ，最高積雪玉 m。冬は
なだれの危険のある道を返って駅から約5時聞を
挺し ，夏でもバス停儲所から約5Km. 1時間総を
弘庁る学伎である。
学区は 3 つの部落からな り，あわせて~l~1 3 0 
ilt;f!f ，人口 670人 ，学校は 4学級 け ま手と E年
だけが迫i5均 ，児童数約11 0名，験員は校長を
含めて 5名。ほかに同告を湿の中学校 ，隣接の小学
校および中学校分校をあわせ担当している養護助
教諭がし、る。
教師の学歴は大学教育学部前期2年卒が1名，
{山は旧制中籍企Y技卒-c，月鞠免討状は全部2級免。形
均台な見方Eどすれば ，職員構成は必ずしも良いと
-30ー
備や教師のす観基技術は ，全体とし .
ι5 a ，州 27.1 a ，計63.6 aである。耕地
面積が少ない上に，その耕抱も，弱トやしで苅こ至
3 という状慾で，あらゆる利用可能の土地を利
胤しってした而績である。当然のことながら ，猫
額大の狭いμ1)jJjが散在し，高冷地であるために冷
鋳を受けやすく，いちじQしく労力を援する割合
に土地の生産j主l工j民い。したがって学区民の経済
状臨も，極貧とはいえないが，決lて良いとはい
えなし、。
しかし，地域のー紋の父兄，母姉，またはいわ
ゆる右力者等に閉経，話し合ってみると，この学
区の人たもの生活磁皮はきわめて積極的であり，
その考え方は近代的 ，合理的である。したがって
稲作においても，保組折衷苗代の採用，施肥，病
虫罫予防等の技術の進かにより，自然的条件の不
fl~割合に収穫をあげており，製f必，養蚕，後菩
おら工品等，いろいろ経常上，技術上のくふうを
ζらし，適地はすべてli掛され糊毛~';こ文付る意見
ももっている。
お母さん方iまし、う。
(1 子ど弘の口答えや反}JCv，こついて
。 わたくしたちの子どもの時にも，おとなに
対する反抗心はあった。今の子どもは自分の
思ったことを卒|白;にいうだけだ。
。 時代の過かにつれて，合理的な態度を身に
つけた子どもが，おとなの古い，非合す盟kJな
行為や考え方をjtfi'.ljするのは当然である。子
どもにいわれて考えてみると ，子どものいう
ことに道理がある場合がかえって疹い。-
。 権威:~こ屈せず合理的な~f-iJ断にもとづく自分
の意見を主張できることは，たのもしいこと
であり， この傾向は抑圧すぺきでないロ
(21小中学校の家庭科の指縛内容について
。 裁~~は誌健だけを しっかり指噂してもらえ
ればよい。あとは必棋なものだけが，背年学
級惨でやればよいので，現在以上に学校で力
を入れてもらいたいとはI~\わなL 、。
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。 それよりも ，学校にいる時でなければ勉強
しにくいような教科や内容 ，これからの副会
を生きぬいていくための自主的な考え方や態
度，それに必止さな知識，技術を教えることに
刀を入れてもらいたし、。
。 1司'じ家庭科のi人1谷でも ，調理子育児，家庭
管巡与を近慢してもらいたL、。
(31 子どもの家庭における労働について
。 この地域は自然的な条件その他の関係で ，
一般の燦家より大容剖HこがしL、。しかし，で‘き
るだけ合躍的にするようくふうしているので
どうしても子どもの労力をあてにしなければ
やっていけない状惑ではなく ，あてにしよう
とは考えなし、。
。 毎日きまった仕事を分担させ責任をもたせ
るようにしている。
。 農繁期休暇も，勉強が遅れる心配があるな
ら廃止してもよい。
14i結婚について
。 結捨する当事者の第二の人生の出発を意義
あるものにすることを中心に考えている。
。 婦人会がいい出した公怠結婚が男子され，
主席宴は公民主1で， 1人当り米5升分の経費
で-~Jをまかなっている。そのかわり，新婚
旅行はほとんどみんなするの
o 'ii制七凱立していた地域であった関係から
近親結婚が多かった。子どもの知能の面では
怒い影響が全く現われていt!J，、が ，色盲，色
弱者カ冷や多い。 :設近 ，近親結婚に対する強
い反省がでてきている。
。 受)胎調節についての理解が徹底し ，子ども
は少なく遊んで却民に育てようと考えている。
→~の5織での子どもの数は 2 人ないし 3 人
である。妊娠中絶はなし、。
。 子どもを実家へ帰ってj盆むとか ，子どもの
衣類を実家からもらってくるとかヤうことは
ほとんどなくなってきた。
。 女の子宏泣くに践にやりたくなし、，近くに
置きたいという気持も母視として7μ、わけで
はないが，これは親のわがま 与とl:、うものだ
ろう。戦当信や担協4のし功、んを間わない♂二ども
が準備になれるかどうかという点から考えて
~、る。
(51 泳・挺1)']の身分的な差別待巡について
。 近頃はお父さんが子どもAをi抱いたり，おぶ 、
ったりしで映画をみるくるなとのことも多。く
なった。
o 男の大だも酒をのんで主婦を嘆か、せるよ，う1
なものはなくなった。 ， 心
。 いろ りーの周聞の座席や風呂にはいるJ!民序な η
ど，仕事などの都合対主であり，同定したも
のではな三 .，.自俄であるO . • 
0 男惇凶の伝事が多く "宍は馴の仕事が多い。
しかし，夫婦とも相談Lあってお.1);'!，一方的
1.r:.命令だけで家族を1劫らかせるといラ杭菌汚
t主í.r:.し ~o . _ 
。 家計が戸主をにぎっておって母親が子ども
のものを買うにも戸主に気がねしなければな
らたいなどし、う状磁はみられない。
(6) その他
o二婦人会よ菅年:回、が資金を蓄積しながら働きー
かけて ，全部の部落に公尽宣容をつ;くった。最
近，葬式そ公営でやろうという請がで戸いる。
。 子会・もを高夕、出す気が多い。これからの，
社舎で'.誠氏にき三きぬい~ゆくにl-;;'fI高校ζ
らい?学聞はどうし;て.も必事}，ごと思う。進学
しないもの惇.中学i壬業と同時に就験jさせ"男
、女とも主脱税告jな職業につくものが多い，0
直{俊は通学勺きないので，村営の察をつ《
'(?'"ÇもJらいた!ル、と思、ってい-る~，
o q . 2手棋では，. ...~と ~íなおしに努力1--. ，完売果宇
もあげ之いpので喜心んでν、る。この問題は，
F官包や家柄によ3区月IJをなくしたいという父
兄の考えと，よそにl担た時手、困Jらなをぬようt子
守し手こいという青年たち，の税醤から !i;'幸被へお
願ーい:した問題tであ?った9，"， '，-1 > 
a 
叫止k'1J で県~~ ('"舟ん会表等L 1わタる有捕者4
有力者層の婦人だけでなく，もっとも管理η学母
さん方戸多え，か泊予践jされてeいあこ会戸与り，ム
校長キヂ伎の党$P夜、、丈島らびに地元教育委員舎
の社会教宵主事の話かもも義付けられた込のだあ
る。:昇よ与に，集団戸接の民rfとをキ《みられる、ことつ
で郎防，矧何時者層。のみ事言レヲτ取は黙
して語らずtとい、うよ 設ーなものではrなく，みんなーが
たれに陪ばかる所'11:>， t~ く . 日勾の意見完了卒l前弓発
表し合って二い石井磁 t~，冷るほとよJ問まさせるもの
があった。
・教務室で数井、開1務(1男子の万台とt話」合った い
際，たまたま，部落内の会合等で，意見が初~し
たり粉糾する4ことがあJるかど、:'5;かをた12ねた己之:三
ろ，区長さんが，
「近頃院なiJf:晴子1百後に寄与を唄して芝話L..合ョ」
い， 貴問主 '5i<:': 人宇もだ下手や'0雪31号、アl詞~言葉ヰ
く賛成す予与し、5拡磁下広たとVレちし・'最後¥
は琴当な線平一致す浄」と:答えた。-み手ろ計麿
合企司会雪ちで学区尽tヰいう'"cもっと1放1底的に討
議してこい場合，大捌き?とうだ屯自分として時発Ij
1氏なつ与くでjぎな\i ~otこだ lf<_になっても民対し ，
TこいとL、?う.場合もあるのだが，そのように部落
の太勤乙反対して戸説在あくま有主張し，他人 .
の気持を筈しk-;:t;万-:7"}冬季豪雪の折に病多三{
にでもなって部落の人たもの世話にならねばな
ら沿い時のことを考えると"つい妥協する気持
になる。この辺は豪雪地で医者が速く，病人が
出もばξうしても部落じゅ.うのj茸詩巴ならなけ
判まな争ない。いま，自説を主張したから，病 、
人がえ叱も助けτやtらないぞなど\"う者はいj戸'~.~
L、と矢γっていても.やはりそういう}気持が残るt9 ・
したがって，たとえ表副告に窓見がプ雪えしたよ
うにみえても，その一致が本当のものかどうか ‘
をたえす?考えτ失なけかばなら!.r:.¥i、」と弘
これに対し区長さんf'i. 
f会合の，中心に‘な負手のは ，ーそろいうlβ己子も恥r
考えてみなければならなLい、、。豪雪警雪でE辱き環穣隈唄t~三
、
恵まれないということが，こんなところにもi影響
饗してくるJ . ; 1守 、
と反省約なこと!まをのペ1おらち大。 >た
とにかく手の地棋の4イヘちちyzJ男多女声、?有識
者層も一般も，考えている，こと1:，普通の九戸唱
にみ少1zpA基準ム，鴻fにFPy 馬表三的司令現均J平島り。
その煮えち実践トよr':i(とする擁的関略的
かカめかる1 ・ ハバ 11: ， .i! ♀~'. _，' ."I~ '1づ，}
校長IJl:"， ，1E f.:t.戸訪朝時りコ'会理中匂味、
面もありきす次長』い了?官JFh九九千，侠長り3EJ誌
からみれば，主だまt時P9'L~:ギゐe.i，~\i、与r~~1~で内
あろ':yy ，それを底究しょ'了層努~J~.~ f :色:円:、(~
意欲は当然下おり，~尊ド:も??Cあ奇I[ t;J予う~~. :， '.;~ß
市の人たちF事えお笥分に芦棋台な多ベ学持トだ (， 
いる R本の現状、から芦える存， ，~.の地域のみ.1:fち3
の生芦!犠度1'1"1久き地一般，eq水準宇，tZ予村三平
き出たものといえよう。 ( 白
-'. ~.- ， '，';". . ~ _，‘ J¥.+・ 4 ドー
このような特!刊号」守 VFtFft宇俊治蹟:p
-32.:-ー ドてー， " 
働きかけや地元教育委員会関係者の永年の努力が
あったことであろうし ，かつて，県教育委員会の
へき池教育研符地区の指定を受けたこe:lt_どもあづ
かつて力;Cfつkものと思うが，原因。.¥.、ずれにある
にしても，このような地域にじCはじめて，学校
が児2量生徒を山代的 ，民主的な人聞に育てあげよ
うとする努力の効呆が ，あがってくるのだと忠、わ
れる。
現地調査を却包した1日プJ佼の学区では，学プJ
調査の結果が低秀であった地域には程度の差こそ
あれ ，いずれも地域の人たちの隼活磁皮にこのよ
うな傾向がみられ，逆に ，学力調査でよくなかっ
た学技の地域では，経済的にも交通上からもより
よい条件の地域であっても，このような謬極的な
前向きの生活意紋が感じられなかった。
¥I ま と め
地減が，閉鎖的，保守的，封建的な体制を克服
し，向丘代t!~ミら脱却しようとし、う桝えのあると
ころでは ，学校ぬ教育活動と地域父兄の願いとは
方向において一致する。教師はその努力にはりあ
いを感じ，児童生徒は安定感をもって ，自分の勉
強に打ち込み，日 4の生活に喜びを感ずる。
このような地域では，児註生徒が!#:質乱思想，
第15表 会国学力調査実路羽目 ・時間
~， 3 4 年度国 諮 算数信女学) 音
経験にふれる機会もおのずから多くなるであろう
し，他を願臆することなく，何b演実であり，何
が道菅であるかを，ひたすらに考えることが許さ
れる。不合迎に対する批判も，真実を訴え ，自主
的に行動することも許され，むしゐ賞揚される。
このような基捻の上に，教師のもつ指迫力 ，指
導或術がじゅうぶんに効果をおさめ得ることは当
然であろう。
いいふるされた結論ではめるが ，へき地教育宮
原典するためには，第ーに地域社会の人たちのな
識乏高めるための活助が必襲てあリ，第こには教
師の指唱力走高める乙とが必要である。へき地児
童生徒の学力を高めるという見地からみても，こ
のことはいえる。
教師向指鞠こついては具体的にのべている余俗
は主国‘ったが，このことは当研究所凶作年度以降
の中心研究主閣として.r学ブ]と学習指導に関す
る研究」ととりくんでいるので， いずれその成果
を発設する機創'こゆずりたいと思う。
w 会国学 力調査問題
参考のために全国学力調査fb拙をつぎに示れ
ただし ，中学俊敏業・家庭の選択の問闘は省略し
た。国官邸主縦密であったが使宜上被害とした。
3 3 年 度
楽 凶 工 家庭峨・弱J 英 語
期 日 ?月 29日 1 9月 25日 n ， 一. 
~~ 所弾専問 6 口分 " 2 5分 u 1 一
校 対象学年 第 6 学年 '障 第 6学年 It • 
中 期 日 9月29日 ， 一
，守凶亀一
所羽目昼間 6 0:分 ， 一 一 i d日分 6 0分
枚 i
|対象学年|第 3学年 j 1 一 l第 2学年i第 5学年
-33ー
学 校 国 三五 〔→〔コ(~は放送を 1n口、よきいて脅える ノ
〔ー〕 お使いに行くうちへは，どう行けばよいのでじよう川次の 5つの仁コの中に ，おばさん
が教えてくれた道願者E怠き入れなさい。
ポストのと乙ろをHl 1のほうべまがる。拐草をのぼって白| メ ートルほど行
くと ，同仁コがわt五五回仁二二7やさんがある。そのう抗国仁二]けん
めのうちです。
C四〕 4つならんでいる中で ，いちばんあっていると思うものを一つ選んで，その番号をOでか乙み
なさいo (問題は 1から 15まであります。
{1 やくそく
)2 きまり
1 規定 〈、ト5 じようぎ
伊決定
f 
11 
3.当時仔
14 
?
? ?
??????
』
?
??
????? ??????
?
??。 ， ?
ちょうどよい時
その時
当審の時
当分
? ?
????????
窓見が合わないでにらみ合う
じゅんぱんにならんで立つ
向 ζ うむきになって立つ
窓見が合つてなかよくする
5 ζの仕事を(， 活問_._ - ~.... 白
しあげるためイ2 尊aI(ヘ ， 
にあなたがだU 孟'ilしています。 6.
の努力を 日芸加J
川一様l
) 2 統一 ¥ ~ 
Z 勉強するときには，精神巻c; """.!するととがたいぜつです。¥3 姿約(
14 平均j
(， もとめられたi
j まとめられたへ
& 怠見をど? ??凶.:::-::~ i ので，わたしの考えを述べた。
、 、~ ~r UJりい，~ ， 
14 みつけられたi
?
? ?
?
? 、
?
??
?????????
じようずである。
ょくできる。
はっきりしてい透。
すぐれている。
〔ニ〕 保健都から協どんなととをお闘いしていましたか。次の 1から 6までの中から，今，係り於
お闘いした乙ととあっているものを二つ選んで，その番号をOでかζみなさい。
1 月・水・金の三.自問，衛生検査をするから ，わすれ物巻しないようにする乙と。
2.、 気候がいし、から，選動を して， からだをじようぷにすること。
3. いつでも ，ハンカチ・はながみをわすれずに持ってくるζと 0
4 本ぞよとさないように気をつける乙と。
5. 手足のつめを切って ，きれいにしておく ζ と。
6. 遊んでいるときや，体育の時局に ，人にけがをさせないようにするζ と。
???
??
???
? ? ? ? ?
??????????????? ?
????
???????
がわからない。
1 緩助 l
j 利¥
1U 児童会で ，6 一組の〈 回 〉¥ 3 :図像( /.J-c;_.qv _/¥.-。
14 要求 i
11… ????????????、 ? 〉 ? ?ょ??????????
-ー34一
??
? ????
?? ?
??
〉
??
???????
して，そのちがいを言いなさい。
かん病したおかげで ，病気が l 
レばい老見ていた人が l >-みるみるうちに復興していった4大火事で焼けた町が f 
わるかった成績が | 
I 1 人!
) 2 寺 L14. わたしは ，そ乙にt=-t=-ずんでいるく 〉に気がつかなかった。./"，-;;1 rv . v • ~ ¥ 3犬/
l4 かすみ j
/1 かためた。
) 2 はげんだ。1 5. わたレは， l~啓奮さ員としての責任を〈
¥3 とおした。
14 はたしたο
C三 〕 関 1 今の学級児童会で，諮レ合 いの中心になっていたことがらは ，何だったでしょうか。
次の 1から 4までの中から一つ選んで，その草l¥:号をOでかとみなdい。
1 うらのあき地に花だんがあるから，そ乙に花をうえたらどうかという乙と。
2 うらのあき地をきれいにするには ，何を作ったらよいかというとと。
3. うらのtあき地に，花だんをどのように作ったらよいかという乙と。
4 うらのあき地に ，{bだんを作るか作らないかというとと。
間2. -E!1lさんの提案に反対していた人たちは ，どういう理由で反対していたのでしょう
か。 次の 1から dまでの中から ，LEしいと思うものを二つ選んで ，その替号をO でか
こみなさい。
1. 六年生になって ，勉強することが多くて，花だんの世絡まで手がまわらないから。
2. うさぎの世絡もしなければいけないから。
五 花だんを作っても ，どうせ，世話が長つづきレないから。
4 初だんの世話は ，めんどうだから。
5. 5年のときに ，いちど作って失敗したととがあるから。
6. 六年になって ，いろいろ仕事がふえて ，花だんの世話までやれないから。
問主 さいとに，三郎さんがみんなと，す乙しちがう意見を雷いましたが ，この三郎さん
の考えは ，さいしょに提案した一郎さんの考えと，どういうととろがちがっていたので
レょうか。次の 1から 4までの中から，iEしいと思うものを一 つ選んで ，その番号をO
でか乙みなさい。
1. 数室だけでなく，学校全体をきれいにしたほうがよいと考えたところ。
2. 学級ではきめられないから ，学校全体できめてもらおうと考えたことろ。
五 ぼくたちだけでやれないから ，ほかの学年の人にも，てつだってもらおうと考え
たととろ。
4. 1まくたちはいそがしいから ，ほかの学年の人に，かわってやってもらおうと考え
たととろ。
f五 〕 次の 1から 5までの文の申に，漢字が四つならべてあります。その申で， LEしいと思うもの
を一つ選んで，次のやりかたのように，その番号をOでかとみなさい。
/1 行 l
tやりかた) 向乙ぅγ見えるのがわたしの学/: ~>です。"_;7C.< /l.. '6.1 V_" FJ' ， .t;..，J ，'-¥，./ VJ -:r ¥ 3 交 f
14 劫 l
'- -' 
11 復 i
)2 服 lt 乙んどの逃足は，往く うともパスです。¥3 弘ノ
[4 福j
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?，
。
????
??
?
，???
??
?
?
?
?
???
? ?
?????
??
，?
??
??
》
〔大〕 次のにt)中に ，浜字を言書き入れなさい。
H キ 内 ω ，-';1 .キヨワ
t "じこ二ご !は ，やがて 「一一一1をわたった。
(=J_?.? 同一空f 干ク
2・ 亡二!の仁二二コをする。
掴 イ内 的 g ボヲ
五お[に 二 コ さA に 亡 二コちゅうし時してもらった。
任占 ナム (.i¥) :t 
4. .-.亡コ くても ，はやく 仁コきなさい。
同キカイ 凶作ププν
広 | jの L . "]をとりかえろ。
にコ ケ'" -:r? 
4 し一一一Jに注意する。
回 *7 .?ィ 国ノヲギヨ?
Z 仁二二 二 !地方の「一一寸 ?
I司ベノカ
8. mの位四の一「一一-1を偲測する。
国 v;J.';I ，'1' 
乳 母の会に I -1する。
〔七〕 次の文l';tは， r 5(~ Jというrnでfi，tいた作文です。
乙の畑こは，五つの己!があります。仁コの刷こ，あとの 1tJ'G6までの，どのととば
を入れたら ，らつとわかりやすい文訟になるでしょうか。正しいと思うものを一つずつ選んで，
その柄を.それぞれのr-iの中に聖書き入れなさい。
L-一一喝--'
回 H--一.一一-， 凶1一一一一一一「目iぼまく;は立E附討和 22王年芋4月 15悶』ι』主生乞まれた。 I 1ぼくの塁家反は宮静争岡にあつた。 I ! 
ぼくが2五王綴になるまで住んでいたが，その年の箆に一妻家Rは ，:r;東定京の今の家にひつ乙レた。父が
急創航}にこ ， m~のω木柑主社臥…t仇へ勺つ吐とめるようになつ
とiほまくは五つちカ、、のわけだ。
同「一ー-1
ぼくは小さいときから，たいへんじようぷで j 処 ーつしなかったそうだ。 し一一j樹立
病気均で，母を乙まらせーだが，今では，そコ 元気な一年生…て _-sibl*
まないでii!!学している。
1. とζ ろが 2. そ乙に 5. すっかり 4 そのとき 5. それは e. だから
〔入〕 次にまつの文があります。 (1)の次に，どのような順につづげると， 一つづきの文訟になるでし
ょうか。それぞれの()の申に ，つづける扇をあらわす 2345の 革委号を書き入れなさい。
(1) 村の人阜の闘いは，乙のi魚潜が ，風の主主い日や波の荒い時でも ，安心して自由がはいれるよう
な滋になることだった。
( ) 今では，強い風の日や波の鋭い時のif.!t.tJi初かくれ舗になっている。
( ) そのため，船が滋に出入りする ときに，岩にふれてなんともくだかれたことがあった。
-3 Oー
( ) そ乙で，村人はその岩をダイナマイトでわる乙とを決心し ，ついに成功した。
( ) 潜の入り口には，ちょうど紛が出入りするあたりに，大きな岩がいくつかあったo
〔九J l/'eの文章は ，フランスのある有名な文学
者が，わかい乙ろ瞥いたものです。父を失っ
てまもなく，勉強のためにパソに出たとき，
ふるさとに残した母鋭へ苦手き送った手紙の一
つです。
乙の;又寧7.eよく説んで，あとのしつもんに
答えなさい。
なつかしいおかあさん，おわかれしてか
らわたしがいちばんつらかったζ とは，お
か品うさんがかなじがっていらっしゃると思
うことでした。
子ともたちの乙とをお考えになってくだ
さいo C自分にはまだ子どらたちが残って
いる。子どもたちは自分を没していてくれ，
る。だから自分はひとりぼっちではないの
だとお考えになってください。①どうして
もーどはお乙らなければならないことがお
こったというにすぎないのです。わたした令
ちはおとうさんのために心からの思い出を
まもる乙とにしましょう。おとうさんのご
一生は，わたしたちにとっての手本となっ
てくれるでしょう。おとうさんのお写其ぞ
わたしはいつも自分のそばのつくえのーヒに
おきます。
おかあさん，迎命にはしたがわなければ
なりません。なにしろわたしたちよりふか
いものなんですから。
わたしには決心がつきました。②つらい
のをがまんして生きていきます。どうして
もなれる乙とができない乙とがあるとした
ら ，それはおかあさんがかなしがっていら
っしゃ灸という乙とです。なにも，弱気を
だして@わすれてしまおうとお思いkこなる
にはおよびません。なにしろ，おかあさん
にしても，わたしにしても，とてもわずれ
るととのできないのは，わかりきっている
.のですから。けれども力をだしてしごとの
こと巻お考えになるの Cす。守おかあさんの
生活や，わたしたちの生活のことをお考え
になって，との肢の中にはまだ幸福が残っ
ている，なぜかといえば，妹にしても，わ
たしにしても，心からおかあさλノを愛して
いるのだと，こうお考えにならなければい
けません。
問 L 次の 1から 4までの答えは，乙の手紙の
ね ら‘いを短くまとめたものです。この答えの
中で正しいと思うものを一つ選んで ，その番
号をOでかζ みなさい。 .
1 おかあさん ，めなたはいつもさびしそう
です。 レかし，乙んどのζ とは，だれにで
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もーとはおこることが，お乙ったにすぎま
せん。だからそのととは，もう考えないで
がんばってください。
之 おか、あさん，子どもたちが元気でいると
いうことは幸福なととです。おとるさんの
じとは ，考えても幸福にはなれません。で
すから，どうぞわすれるようにがんばって
くf之さb、。
3. おかあさん，さびしいあなたとわかれて
乙ちらへ来7こ乙とが気になりますが，わた
しもがんばります。どうぞ，まだ幸福は残
っているのだということを考えて，がんば
ってください。
4 おかあさん，わたしは決心しまレた。わ
たしはパリヘ来てしまいましたが，妹がお
かあさんのめんとうをよく見てあげるよう
になっています。ですから，つらいことに
まけずに，おかあさんもがんばってくださ
し、。
間 Z 文章の中にvIどうしてもーどはお乙ら
なければならないζ と jとあるのは，次の t
から 4までのどれをさしていますか。正しい
と思うものを一 つ選んで，その番号をOでか
とみなさい。
1 おかあさんとむすとがわかれむかれに住
むということ。
2. 人はだれでゐいつかはかならず死ぬとい
うこと。
五 人はだれでも一つは ，わすれられない思
い出をもっという乙と。
4 人にはだれでらつらいとさがあるという
とと。
問 3. 3に訟の中に②「つらいのをがまんしてJ
とある「つらい jとは ，dとの 1から 4までの
中のどれですか。正しいと!思うものを一つ選!
んで，その務母をOでかこみなさい。
1. おとうさんが死んだの，で ，さびしくてな
らないという ζ と。
2. おとうさんが死んだので ，バリ での勉強
にお金がたらなくてつらいとと。
五 おかあさんのさびしがっていることが ，
どうしてもわすれられない乙と。
4 さびしいおかあさんのそば径はなれて ，
勉強に出なけむばならない乙と。
問 4. 文京の中にw fわすれてしまおうJとあ
るのは，なにをわすれるというのですか。次
の 1から 4までの中で，正しいと思うものを
}つ選んで，その者全号をOでかこみなさい。
1. おとうさんについての思い出のζ と。
2. おかあさんが ，かなしがっていらっしゃ
るとと。
3. おかあさ'んの生活やわたしたちの生活の
乙と 0
4 心からおかあさんを愛しているという乙
と。
C十〕 次の文章をよく 統んで ，あとのレつもん
に答えなさい。
{1l 地球は直径 1万:27 0ロキロメートJレも
ある大きな球です。ひじように大きいので
その上に住んでいるわたレたちには ，その
まるみが感じられず，地iiはど乙までもた
いらにびろがっているように思えます。
(2) けれど，ロケッ トに写真機をのせて，数
百キロメートJレの高い空から地球をうっせ
ば，その大きなまるみをうっしだす乙とが
できます。
(3) もっとも，地球がまるいということは，
今から 2.50口年官官Cろ，ギリシアの学者
たちも考えていました。乙の学者たちは，
海岸に立って神から近づいてくる申告を見て
いると，まず ，ほばしらのう色が見え，それ
からだんだんと紛の下のほうが見えてくる
ということを，地球がまるい乙との一つの
しようとだと考えました。
(4) 地球の表面は ，山や海があって，ずいぶ
んで乙ぼとしているように思えますが，地
球の直径がひじように大さ・いので，地球会
体力、ら見れはー ，ほとんどそので乙ぼこは問
題になりません。
(5) もし，地僚がl長径 1メート Jレの球だとし
て湾えてみれば，位界でいちばん高いエベ
レスト山でさえ，高さはわずかに Q 7ミリ
メート Jレほどにすぎませんし，太平洋のい
ちばん深いところでも， Q 8 5ミリメート
Jレほどの深さにしかなりません。
問 L ζ の文章は ，(1X2)(3X4)(5)の五つからー倍て
います。 ζの五つからできている長い文章を
二つにくぎくる(三つのだんらくにまとめる)
とすれば，どのようにくくるのがよいでしょ
うか。次の 1から 4までの申で，いちばんょ
いと思うものぞ一つ選んで，その審号をOで
か乙みなさい。
t (1) と (21(3(4)(5J
2. (H2) と (3)(似5)
3. (lX2)(31 と (41.5)
4. (1X2)(3I(4) と (5)
関 2. 4人の子どもが，乙の文試を読んで，そ
れぞれ，たいせつだと思弓ことをまとめてノ
ー トに書きぬきま した。だれがいちばんよく
できていますか。その人の名まえを一つ選ん
でOでかこみなさい。
はなこ
1 地球のI直径はひじように大き
し、。
2 地球はまるいという乙とぞ，
ロケットから写真にとった学者
がいる。
5 地球には山や海があって，で
こほζ している。いちばん高い
のはエベレスト山で，いちばん
深いところは太平洋の海にある
1 地球はたい6に思えるほどひ
じように大きい。
2 今から 25 0 0年前の学者た
しげる lちも ，地球はまゐいと考えてい
まさお
あっと
た。
3 地球がで乙ほこしているのは
山や海があるからだ。
1 地球は直径1万 27 0 0キ百
メートJレもある大きな球だ。
2 地球のとに住んでいると ，そ
のまるみはわからない。
5 ギリシアの学者たちは，紛で
地球のまるいととをしらぺた。
1 地球はひじように大きいので
どとまでもたいらとしか思えな
b、。
2 地球がまるいというどとは，
ギリシ7の学者が宥えたととやも
ロケッ トからの写爽でもわかる
5 地球の表面はで乙ほζ してい
るようにJ怠うが，全体としては!
まずまるいといってよい。 I
(+ー 〕 次の文章をよく読んで，あとのしつ
もんに答えなさい。
近ごろは ，展覧会や音楽会がさかんに関
かれるので，絵を見たり，音泌を聞いたり
する人の欽が，総にふえてきたようです。
そのためでしょ弓か，わかい人たち刀、ら，
よく絵や音楽についての意見を関かれるよ
うになりました。 近 とろの絵や音楽は，む
ずかしくてよくわからない，ゑ主巳三全企
がわかるようになるためには，どういう勉
強をしたらよいか ，どういう本ぞ腕んだら
よいか，というしつもんがたいへん多いよ
うです。
わたしは，美術や音楽に院げる本を読む
乙ともけっこうであるが，それよりも，な
にも考えずに，たくさん見たり闘いたりす
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るととが鎗ーだと，いつも芯えています。
きょくたんにいえば ，絵や音楽がわかると
か，わからないとかいうのが， Dうまちがっ
ているのです。絵は自で見て楽しむものだ ，
音楽は茸で聞い で感動するものだ。頭でわか
るとか ，わからないとかいうべきすじあいの
ものではありますまv'oまず ，なにをおいて
も見ることです。聞くととです。
同1. こφ又:主誌を瞥いた人が，いちばん強く さ
いたいことは，次の 1から 4までの中のどれ
でレょうか。正しいと思うものをーう選んで
その審号をOちかζ みなさい。
1 給者岳見たり ，音泌必聞いたりする人が
近 Cろ急にふえてきたのは ，展覧会や音
議会のおかげだ。
2. 絵や音楽がわかるようになるには，な
にも考えずに，たくさん見たり闘いたり
学 校
1 次の言問しなさい。答は仁コの中に瞥
きなさい。
(1) 87 5x6 4 = 
(2) 
2. 次の腕大きいほうから旗に下の「ゴの
中に入れなさい。
0. 06.， 1. ~. 0 一一， 4 ' v， 
口口口口口
五 次のにコの中にちょうどよい欽持き入
れなさい。
(1) 1 ha =亡二二]m'
ロ) 1. 06均=仁二二]&l
一-39ー ー
f 
すあととだ。
3. 絵や音楽がわかるとか ，わからないと
かいうのは ，きよくたんないいかただ。
4 世のなかの人じは ，絵や音楽のζ とが
あんがいわからならので，それでしつも
んが多いのだ。
問 Z ζの文章の中の「ああいうもの jとは，
次の 1から 4までの中のどれをさ しています
か。いちばんあっていると思うものを一つ選
んで，その番号をOでかζ みなさい。
1 近とろ ，さかんに聞かれている展覧会
や背楽会。
2. 近ごろの絵や音楽についてのしつもん0
3. 近 Cろの絵や音楽についての，おかる
とか，わからないとかいう意見。
4 近 Cろのむずかしい絵や音楽。
算 数
4 次の計算 をしなさい。答はできるだけかんた
んな数にしてコの申に際的注い。【制
約分できるものは約分し ，仮分数になるものは
務分数になおして瞥きなさい。
(lI4+手p仁二1
(2) 3;-1:=l 
(3) 17X 3イ-7
(4); -7-3=| 
5. ?x.(J)問題ゆで，偽口の中に嘗きな
さい。
(1) 東京・大阪間はおよそ 55 OKmあります。
とれをおよそ 11時間でまをる急行列車がるり
ます。 ζ の列車は 1時間におよそ何キロメー
トJレ走るζ とになりますか。
答仁 ~ 
(2) 正夫さんはおとうさんと自動車に乗ってお
よそ 4500mはなれた町まで5分間で行きま
した。
正夫さんが乗った自動車と ，(1)")急行列車
とどちらが速いでしょうか。次の答のうちで
正しいものにOをつけ存さい。
答①口急行列車のほうが速いb
②口急行列車のほう…、
@ 
口どち6ωも……る。
6. 下のグラフは，ある町の小学校で家庭の輸業
在しらべた結果をかいたものです。このグラフ
を銃んで，~Ç')Cコの中にてきとうな数や
乙とばを書き入れはさい。
家庭の職業しらぺ
業
録
業
???
• 
?? (1) 工業は ①[三二!同でいちばん多く，次
は商業で@にごコE です。
(21 工業は農業の〔二コ倍にあたっています。
(3)に コ は工業のをにあたっています。
Z 下に磨いであるものをはかろうと思います。
単位の 言十怨の
容号訴号
①バケツにいっ吋 いはいる 。水のかさ ロ
②たまと 1乙の震さ 口 。
③ ー絞舎の長さ 口 。
④ 工作に使う仮のあっさ 口 。
⑤炭 1俊の霊さ 口 。
(1) 次にあげた単位のうち，どれが使われます
か。もっともてきとうと思われるものをえら
んで ，との仁)v中に，その単位の若干号を聖書き
なさい。
①グラムく c，n
② アーJレ tα) 
@ キロメ ートル ( Km') 
ωメー トJレ ( m) 
(9) リツト)1/ (.e) 
⑥ 平万センチメートJレ c C:7ft) 
切ミリメート Jレ【悶〉
⑥キログラム ( ~) 
(2) それらをはかるには，どんな創掛Lはかる
どうぐ)径使いますか。次にあげた計器のう
ち，もっともてき とうと思われるものをえら
んで ，左のページにあるOの中にその悉停を
啓きなさい。
① 3 0αnのものさし
② 1mのものさし
@ 50mの巻尺
④ 1.eのます
@ 2 K9まではかれるはかり
⑥ 100 K9まではかれるはかり
&抑制をして，答仁二]の中に奮さ主
さい。
(1) 2 + 8 X 6 =仁二コ
(21 り(4十 7)=仁=二I
(3) 2 4 ~-6 x 2 =仁二コ
R 次の図形についてしらぺまレょう。
;，一
①九与日;
(1) むかいあっている辺がどれも平行になって
いるのはどれですか。その図形の司王号をのこ
内ず哲きき?そできいc
答
(2) どの角も直角になっているのはどれですか。
その図形の番号ーをのとらず書きなさい。
答
{31 日つの辺が悶じ長さになっているのはどれ
ですか。その図形の話号をのとらず瞥きな苓
b、。
クヒー
-40一
(引 I直方体の面になる(依われる)のはどれで
すか。その図形の番号をのとらず瞥きなさい。
答 B
，0..右の図は，りんCの霊さをはかつているとこ
ろぞしめしたものです。はかりの闘もりを続ん
で，その翠さを硲ぎなさいo (単位はキログラ
ムを鋭いなさい。
A一三均
1 tよし子さんは，おばさんの家まで歩いて行き
ます。ぜんたいの道のりの会だけ行ったと乙ろ
で時関をはかったら， 1 5分かかっていました。
の乙りの道のりも同じ速さで歩くと ，あと何分
でおばさんの家につきますか。
答 l 一一五!
1 2.全国の小学生について，近視の者とむレ闘の
ある者をしらべると，下の衰のようになります。
近視の者とむし幽の者
C全国の小学生〉
小学生の欲よユ竺土三三l
近視の者の激 ! 125 1 
iむし舗のある者の数 I 994 I 
t昭和 32年度文部省調査〉
- 4-1一
(1) 近視の者は ，小学生ぜんたいのおよそ何分
のーとみられます仇。
答「一一一i
(2) iE夫さんは自分の字放について近視の者を
レらべて ，全国の場合とくらべまレた。
近慌の者t正夫さんの字校)
宅詳年 学年の人数 近視の者の数
4 180人 20 メ、
5 22& 24 
-μ 
6 251 23 
t 
近慌の者のわりあいが，全国の場合よりも
多いのはどの学年ですか。
その学年の口の中にOを望書きなさい。
?????????? ?
(3) iE夫さんたちは，全国の小学生について，
近協でもなく，むし幽もない者の数を知ろう
として， r/(の計算径しました。
1296一 (125+994)=177
ζ の計算から，次のような窓見が出ました。
近視の者でむし凶のある者もいる乙とを考え
て，正しいと思うものの口の中にOを聖書きな
さい。
① 口近視でもなくむし舗もない者の¥
は ，7 7万人である。
② 口近観でもなくむし婦もない者の数
は 17 7 万人~り多い。
③ 口近視でもなくむし櫨もない者の数
は， 7 7万人より少ない。
④ 口近視でもなくむし歯もない者の数
は， 77万人より多いか少ないかわからな
b、。
13.直方体の形をしたいれものに水をいっぱい入
れて，台の上においてあります。
これを右の幽りように， }jまの一辺を台につけ
たまましどいに持ちとげて，水をこぼしていき
??????????
一
(1) 乙の商憶を計算するます。
水がちょうどはじめの半分になったとき，い
れものの円側で水にひ、たっている部分〈水につ
d 
替きなざし、。式には単
ください。
， 
コー
積を仁三コの中に欝き
も量まきなさい。)t_，rさい。
???????
16.次の父を統んで，下の
どよいことばや数を書き
るおかねは正夫さんの
おかねをくらべると，
つが多い。
民
¥ 
「-!一一一ート
I ;⑤ 
かっていると乙ろ〉はどれだIjですか。次の展
計算巻して ，その面
t答には単位
(2) 
悶図にZ尽くぬってしめしなさい。
(1) ふたりの持っている
仁二三ゴさんのほ
よレ子さんの持ってい
1. 2倍にあたります。
、るおかねが 120円(2) よし子さんの持ってb
持っているおかねば
す。「一一一1円になりま
のときは，iE夫さんの
I I ピ款をしらべたもので
くNHKしらぺ)数
1 7.次の茨は，全閣のテレ
全国のテレ ピ
す。
1 4.秋子さんの家では 60αの自在作っています。
きのう 4aの回からとれた米をほかったら180
K~ありまレた。
????
?
? ?
テレピの台数
8828 
30999 
90573 
197556 
419647 
2 9年 12月
3 0年 12月
月
昭和 28年 12月
年
T)(子さんは，乙としの米のとれ高を，次のこ
つの考え方で計算してみようと思いました。
考え方
表わす乙とにして，目
てみましょう。
もりが50までとれま
を表わすととにした6
3 1年 12月
??????
? ?
??
?
?? ?
????
??? ?
?
???????
??
? ?????
?
A 1 aあたりのとれ誌をもとにして考え
B 60aが 4α の何倍にあたるかを考える。
次にあげた式の中から，それぞれの考え方に
あっーも問えらんで ，答の口の中に
その式の容号4吾容さなさい。
る。
す。 1闘もりが何台
よいでしょう。
答 |台l
目もりの長さは 1cm
の台数を表わす長さぞ
までだす乙とにしまし
チメ ートJレになります
1 80 + 1 30 x ( 60-4 ) ① 
(2) このたてのじくの 1
です。それぞれの年
センチメートルの位
た。それぞれ何セン
180 x【60-74) 
????
年|出
年し一一~.J
年icm1
ヵ、。
4 X 180→-6 0 
1 80→-4 x 60 
昭和 28 ① 答Aの考え方の式亡ゴ答
昭和 29 
??
?
Bの考え万の式仁二コ
昭和 5日
昭和 3 1 
1 5.春子さんの町では，はばが 4mで長さが1.2 
Kmあるまっすぐな道ぞ新レく作りました。乙の
， 、
一__i..j
昭和 32 (基)
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道の商積書量求めようと思います。
楽:f:r. 日校学
(1)，(2)，(3)，(4)の四つの問題は，放送を聞きなが6 ，答を寄いてください。
(1 )長調と短調のさきおけ
はじめにひいたふしは{認}です。イ
r長調、はじめにひいたふレは{:;:;: ~ 1短調Jア
(2)拍子あ:L
鈎子口ここ拍子口ウ指子口イ拍子口ア
(3)はやさあて
，はやい。
ζの曲は，はじめに打ったメトロノームとくらべて{おそい。
tおなじ。
，はやい。
乙の曲は ，はじめに打ったメトロノームとく 6ぺて{おそい。
弘おなじ。
ア
，はやい。
との曲は，はじめに打フたメトロ/ームとくらべて 1;おそいー
tおなじ。
イ
ウ
(4ヨ楽譜あて
あっている楽譜を一つ選んで，その番号をOでかとみなさい。
主君
hE・E・-
l J I I I I 
EI I I I 
•• I M f ..1 
l ・. _.・，
E 記
'‘ 
E、ー - " af ，-r 一司 I I 4. I i -4 '1 j 
- .~ 1 I ・
.- 1fT .. 事
7 
1 
ヰl~I 1 '--"一寸tI • ...... I I I .，. -... 
? ?起冒
hE 
11 r-o・-
ト ， ...・
... ~ I 
-ー ニ-fI-斗
a 
2 副 u ・elIf'、広)， I 
‘~lJ {.， I 
・) I 
h 
斗ι+--.一+I I .1" fニ守三千→一一ァーー-iI
~.---'--tγj fÍ J fÍー トゴ→ー-i一一一→1~ 羽子手f 事
??? ????
ドf=T 
イ
a . .‘ . ， 1 血噌 』・団関、. ， 、1.1・ E 
弄ヲ記再
????事2 
司事町五一ーー-寸且@す・4 詰・
平平岡十斗?事3 
ζれで，放送a:聞いて答える問題は，終めりです。
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乙れからあとは，放送を聞かないで答を需いてくださ~'o 時間は 1 0分です。
下に瞥いてあるI硲名仁 I~ν ミ 〉を五線に全音符 【 a) で謄き入れなさい。(5) 
高いド 高いミ シャープフラッ ト
のついた のついた(ド) (ミ) ファ
I「一一一一一寸1一一一一一一寸下一-
l 1 1 
111 " 」一一一1__ -.1』
の中にその階名tドレミ〉
も!I IL 1 1 
.A町一ι 1 1 n 1 
:釘1一一!t= IL一H ベート
V 令色
友の 三、守口TIの創立右の嗣子では何の音になりますか。は
-7"P--=+' 
を盟主き
、
『フレソ
(6) 
ニ闘では口吋。
?
唯一口九
??
?
イ短闘では口です。事君!
へ閥では口等割
制ではLJ
?
?
【7)次のいろいろな記号は何を表わしていますか。下に嘗いである八つのζ とばの中から正しいもの
を選んで，その様母を口の中に惨さ入れなさい。? ?
mf=口
=口
? ?
ザJF 何
『帽=--一一一一ー--制制三謹
のばすしるし4 だんだん強く3. やや強く之く
くりかえしのしるし5. だんだん弱くZ やや弱く6. く
肘
r町、. 伺
1 
5. 
か，歌う凋に( )の中に t2.五 4と番号を盟書き入れなさい。
(1J r容の小川JCハ長調 )…・・…・春の小川はさらさらいくよ
イ
I I .. _ .t. I 
E a・4 司:"" - I 
(8)次の泌総はみなさんがよく知っている歌右ぱらぱらにしたものです。どんな順番で歌ったらよい
国
ヱ
? ? ????
ア
戸見事三
ウ
」 ?
fみなとJ(ハ長閑)..・H ・-そ6もみなともよははれて
一-44-
イ
国
ア
甚手三
(2) 
(31 rきしゃJ(ト長調).・H ・..いまはやまなかいまははま
ア イウ エ
(4) rむらのかりやJ(へ長:i鴎)・H ・H ・..しばしもやすまずっちうつひびき
ア ' イ ウヱ
手主 ~)， 1m i &-: ‘ rl 111... I 十4ャ-r-ト→~ア斗 1 ‘ P--lJ J1:J 1" A I・H 1・h h h I tオ.....-ム→ 1 ・ー ーー.... ""，. 
( ) ( ) ( ) ( ) 
持ι
で「
(1)省の図はせっζ うでできた柱を台の上にお
いたものです。図のように?方から光がきて
いるとして，三つの函を明かるい函 ，時い函，
中くらいの菌の三段階にえんびつでぬりわけ
なさい。
注主主 l 台の土にできたかげをみて ，光の.
方向を Eしく考えてぬりなさい。
Z 一つの面は，みな問じ明かるさに
ぬりなさい。
乱 ぬり万は下のようにする。
明かるい函WLZ2J
中くらいの明かるさ匿霊~
暗い曜31
校 図 工
。
(2)友だちの聞で次のような貫録見が出ましたが
絵ぞかく勉強でいちばんだいせつなととは，
ζ の中でどれでしょう。一つだけ選んで( ) 
の中の字にO印をつけなさい。
t;') 絵は:iKIくのものを小さく，近くのものを
大きくかく ζ とがたいせつです。
何 絵は写真のように災物になるべく似せて
かくことがたいせつです。
(効 絵は自分.が感じた美しさを表わすように
かくととがたいせつです。
伺 絵はなるべくおとなの絵や教科書の絵な
どをまねてかく ととがたい l主つです。
(3)次の配色の中で織もよく目だつ配色にはO
印 .1&も目だ たない配色には、く印->:e. ( )のー
tフ)
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i巴? ? ?
(4)次の四つの図の中から，最も動さきの感じが
出ているものにO印，最もつりあいのとれて
いる感じのものに×印を，【)の申の字につ
けなさい。 ω
VJ 
!よ;T!
制
¥ 
、之、¥
¥ 
同
ご仁
同
一 (5)次の中からポスターをかくときにいちばん
たいせつなものぞ一つ選んで ，c )の申の字
にOをつけなさい。
(1') 絵も文字の説明も，できるだけとまかく
ていねいにかくようにする。
伺 絵はできるどけあっさりさせ，文字でこ
まかに説明する。
制遠くからでゐよく目だつよるに， ~d色・
絵・文字の組みあわせをくふうする。
財 色かずはいろいろな色をできるだけ多く
使って，複維な感じを出すようにする。
(6 )下の図のような，:$:を立てるものを作りた
いと思います。工作図はどれが正しいでしょ
う。よいものを一つだけ選んで， c )の中の
字にO印をつけなさ b、。
ト」 一一」ヘ i」 -4句、
」一一一一 一J L:.一一一一一」
t;1 EJ 
lk 
正二|
正二|
(i)下の文はふみ台巻つくる1自序径四とおり示
したものです。どの順序がよいか，ょいと思
うものを一 つだけ巡んで，番号にO印をつけ
なさい。
(1) アにイとウをつけ，エそつけてから，糸
のこぎりで丸いあなをあけました。
(2) アにエをつけ，それにウとイをつけてか
ら，糸の乙ぎりで丸いあなをあけました。
(31 糸の乙ぎりでエに丸いあなぞあけ，ウぞ
つけてアをつけ，最後にイをつけました。
(4) 糸の乙ぎりでエに丸いあなをあけ，イと
ウぞつけてから，段後にアぞつけました。
(8)一郎くんは板や金網を使って，図のような
小鳥を入れる箱そ fやっています。次の文は活
さあがるまでの聞のいくつかのしととを示 し
たものです。どんな工具を使ったらよいでし
ょうか。次の文の()の中に，必裂な工具を
むコ仰向選んでその問ぞ鍵き入れな
さい。
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{坊
〉を使って的箱のまわりに使う板に(
えんとFつで線をひきました。
同乙の線にしたがって( )を使って，
板を切りました。
Tlその次は〔 〉を使って板をけずりま
した。
村 ( )で放にくぎを打ち，箱を組みた
てました。
開 く )をも立って金網を切り ，箱のgijに
張りつけました。
同
(10)下のvlから伺までと綾も関係の深いものを
;実認の中から一つ選んで，その審号制)
の中に惨き入れなさい。
?
???????????
?
????
?
???????
?
ー ????
?
?
??
??
?
???
??
、
?
????????
?
?
?
?????
?
?
〈
?
?
?、????
? ? ?
? ?
) 
〕
重・・..・H ・"( 
オ苛・・・・・・・・・・・〔
寺..，・H ・..… (
ン・・・・….....【3r 
r~ 
広
密
法
ロ
?
??
??
f9 )次のいろいろな本立の形や組みあわぜ万や
板の使い万ぞみて ，次のととがらでいちばん
ょいと思うものにしるしをつけはさい。
① 形がすっきりして，終局にも適している
ものにO印をつげなさむ、。
② 形はわるくないが ，板の使い万がよくな
いものに×印をつけはさい。 〕
I~弐~~:~~y
1油絵 t:J
函行
彫
、ー、
『
函
くSま喧t
}綬
レ
肘
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